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は
じ
め
に

　

明
治
十
一
（
一
八
七
八
）
年
に
成
立
し
た
地
方
三
新
法
体
制
に
お
け
る
「
府

県
」
は
、「
住
民
参
加
に
よ
る
公
共
団
体
化
と
官
僚
機
構
の
整
備
化
の
二
面
的

性
格
」
が
特
徴
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
1
（

。
前
者
す
な
わ
ち
住
民
参
加
は

か
な
り
限
定
的
な
も
の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
、
公
選
議
員
に
地
方
税
収
支
の
議

定
権
が
制
度
的
に
付
与
さ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
意
義
が
あ
る
。
地
方
自
治
研
究

の
通
説
に
お
い
て
は
、
住
民
参
加
の
実
現
の
基
底
に
、
開
明
的
な
地
方
官
に

よ
っ
て
開
か
れ
た
「
上
か
ら
」
の
諮
問
会
議
が
、
民
権
運
動
の
興
隆
に
よ
っ
て

「
下
か
ら
」
の
地
方
民
会
へ
と
変
身
し
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
地
域
有
力
者
を

統
合
し
た
「
府
県
」
自
体
は
、
依
然
中
央
政
府
、
す
な
わ
ち
「
官
」
の
出
先
機

関
と
し
か
見
な
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
）
2
（

。

　

近
年
、「
官
」「
民
」
二
元
的
な
地
域
把
握
が
見
直
さ
れ
、
地
方
権
力
と
中
央

権
力
と
の
編
成
原
理
上
の
異
質
性
が
重
視
さ
れ
は
じ
め
た
）
3
（

。
三
新
法
体
制
の
成

立
過
程
も
、
特
に
町
村
レ
ベ
ル
に
お
い
て
再
検
証
さ
れ
た
）
4
（

が
、
府
県
権
力
の
性

格
に
関
す
る
検
討
は
看
過
さ
れ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　

一
方
、「
府
県
」
の
位
置
づ
け
と
や
や
異
な
る
視
点
で
は
あ
る
が
、
地
方
官

の
自
立
性
は
古
く
か
ら
注
目
さ
れ
て
き
た
）
5
（

。
主
に
地
方
官
の
言
説
を
手
が
か
り

に
、
府
県
行
財
政
の
独
立
と
そ
れ
に
伴
う
地
方
官
の
権
限
拡
大
の
試
み
が
検
討

さ
れ
て
き
た
）
6
（

が
、
本
稿
が
の
ち
に
解
明
す
る
よ
う
に
、
府
県
の
権
限
拡
大
と
地

方
官
の
権
限
拡
大
は
必
ず
し
も
一
致
し
て
い
な
か
っ
た
し
、
そ
れ
ら
の
試
み
が

三
新
法
に
つ
な
が
る
具
体
的
な
過
程
も
説
明
さ
れ
て
い
な
い
。

　

無
論
、
法
制
史
研
究
に
お
い
て
は
、
外
国
制
度
か
ら
の
継
受
）
7
（

や
、
法
設
計
者

の
制
度
構
想
）
8
（

の
視
点
か
ら
、
三
新
法
に
お
け
る
府
県
の
「
住
民
社
会
独
立
の
区

画
」
と
い
う
側
面
の
由
来
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
そ
の
由
来
が
、
明

治
ゼ
ロ
年
代
に
展
開
さ
れ
て
き
た
府
県
行
政
と
ど
の
よ
う
な
関
係
を
有
し
て
い

た
か
に
つ
い
て
は
、
な
お
議
論
の
余
地
が
残
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
こ
で
本
稿
で
は
、
中
央
政
府
と
一
括
さ
れ
が
ち
な
「
府
県
」
の
自
立
性
を

念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
従
来
の
言
説
や
制
度
を
中
心
と
す
る
分
析
だ
け
で
は
な

三
新
法
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ま
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の
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く
、
府
県
行
政
の
実
態
も
含
め
て
、
三
新
法
体
制
に
お
け
る
「
府
県
」
の
位
置

づ
け
が
い
か
に
規
定
さ
れ
た
か
を
考
察
し
た
い
。

　

方
法
と
し
て
は
、
府
県
の
行
政
機
関
と
し
て
の
存
立
を
支
え
る
も
っ
と
も
基

本
的
な
事
務
で
あ
っ
た
庁
舎
営
繕
を
対
象
と
す
る
。
庁
舎
は
府
県
行
政
の
拠
点

で
あ
り
な
が
ら
、
府
県
住
民
に
と
っ
て
は
、
見
え
な
い
府
県
政
を
可
視
化
さ
せ

う
る
シ
ン
ボ
ル
的
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。
庁
舎
営
繕
に
あ
た
っ
て
、
行
政
手
続

き
と
財
源
の
拠
出
が
必
要
と
な
る
た
め
、
営
繕
制
度
の
形
成
過
程
に
お
い
て
は
、

庁
舎
や
府
県
庁
の
性
格
が
大
い
に
議
論
さ
れ
る
と
考
え
ら
れ
る
ほ
か
、
営
繕
事

務
の
実
態
分
析
を
通
じ
て
、
中
央
政
府
と
府
県
、
府
県
と
住
民
の
関
係
性
を
見

出
す
こ
と
も
可
能
に
な
る
。

　

府
県
の
庁
舎
営
繕
に
関
し
て
は
、
自
治
体
史
に
お
い
て
多
少
言
及
さ
れ
る
こ

と
は
あ
る
も
の
の
、
総
合
的
な
研
究
と
し
て
、
管
見
の
限
り
建
築
学
者
石
田
潤

一
郎
氏
に
よ
る
も
の
）
9
（

し
か
存
在
し
な
い
。
石
田
氏
は
、
建
築
史
的
な
考
察
を
中

心
に
し
つ
つ
、
制
度
変
遷
や
複
数
の
庁
舎
の
営
繕
過
程
に
つ
い
て
も
検
討
を
進

め
、膨
大
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
を
作
り
上
げ
た
。た
だ
し
、史
料
的
な
制
限
も
あ
っ

て
個
別
事
例
の
検
証
が
不
充
分
な
と
こ
ろ
が
多
い
ほ
か
、
制
度
や
実
態
に
対
す

る
見
方
は
、
当
時
の
地
方
自
治
研
究
の
通
説
に
沿
っ
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。

　

本
稿
で
は
石
田
氏
の
成
果
を
手
引
と
し
つ
つ
も
、
三
新
法
成
立
ま
で
の
府
県

庁
舎
営
繕
か
ら
、
府
県
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い
く
。
具
体
的
に

は
、
ま
ず
大
蔵
省
管
轄
期
の
制
度
制
定
と
営
繕
事
例
か
ら
、
同
省
の
府
県
行
政

の
ス
タ
ン
ス
を
提
示
す
る
。
つ
い
で
内
務
省
成
立
以
降
の
営
繕
事
務
の
展
開
か

ら
、
三
新
法
に
つ
な
が
る
内
務
省
の
ス
タ
ン
ス
と
、
当
時
の
中
央
政
府
、
府
県
、

府
県
住
民
の
関
係
を
明
ら
か
に
し
、
庁
舎
営
繕
ひ
い
て
は
府
県
制
度
改
正
の
必

要
性
が
ど
こ
に
あ
っ
た
の
か
を
見
出
す
。
最
後
に
、
三
新
法
制
定
過
程
に
お
け

る
府
県
庁
舎
営
繕
費
を
め
ぐ
る
議
論
を
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
三
新
法
体

制
下
の
府
県
の
位
置
づ
け
を
展
望
す
る
。

一
、
内
務
省
成
立
前
の
府
県
庁
舎
営
繕

（
一
）
府
県
庁
舎
営
繕
制
度
の
創
出

　

慶
応
四
（
一
八
六
八
）
年
閏
四
月
二
十
一
日
、
近
代
地
方
制
度
の
嚆
矢
と
な

る
府
藩
県
三
治
制
が
成
立
し
た
が
、
府
藩
県
の
行
政
拠
点
に
関
す
る
諸
規
定
の

整
備
に
は
、
な
お
時
間
を
要
し
た
。
ま
ず
、
明
治
三
年
二
月
三
日
、
地
方
官
の

要
請
）
10
（

を
受
け
、
そ
れ
ま
で
公
廨
、
知
政
所
、
裁
判
所
な
ど
と
呼
ば
れ
て
き
た
府

藩
県
の
行
政
機
関
が
「
府
藩
県
庁
」
と
し
て
統
一
さ
れ
）
11
（

、
建
物
自
体
は
「
庁
舎
」

と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
方
版
籍
奉
還
後
、
複
数
の
藩
か
ら
庁
舎
内
外

に
お
け
る
菊
御
紋
の
使
用
申
請
が
出
さ
れ
）
12
（

、
同
三
年
十
月
十
日
に
各
藩
、
十
月

十
四
日
に
各
府
県
に
対
し
、
府
藩
県
庁
及
び
出
張
所
の
玄
関
で
の
菊
御
紋
付
き

の
幕
と
提
灯
の
使
用
に
関
す
る
規
定
が
法
令
と
し
て
発
布
さ
れ
た
）
13
（

。
こ
う
し
て

府
藩
県
側
の
要
望
に
応
え
る
形
で
、
全
国
一
致
で
同
じ
名
称
と
標
識
を
持
つ

「
庁
舎
」
が
ひ
と
ま
ず
創
出
さ
れ
た
。

　

こ
れ
に
先
立
ち
、
明
治
二
年
七
月
二
十
七
日
、
新
政
府
の
財
政
確
立
を
目
指

し
て
い
た
民
部
省
は
、
直
轄
県
の
庁
舎
営
繕
に
つ
い
て
、
新
築
費
の
三
分
の
一
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が
官
費
、
三
分
の
二
が
民
費
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
る
べ
き
こ
と
）
14
（

を
定
め
、
同
年

十
二
月
に
修
繕
費
の
全
民
費
負
担
）
15
（

を
補
足
規
定
し
た
。
一
方
、
府
庁
営
繕
に
つ

い
て
は
、
明
治
六
年
八
月
三
日
ま
で
新
築
、
修
繕
と
も
に
全
額
官
費
で
支
給
さ

れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
）
16
（

。
た
だ
し
、
そ
の
時
点
で
有
効
な
費
用
制
限
法
は
ま
だ

定
め
ら
れ
て
お
ら
ず
、
中
央
政
府
が
、
府
県
か
ら
出
さ
れ
た
高
額
な
官
費
要
請

に
度
々
悩
ま
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
石
田
氏
の
研
究
で
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
）
17
（

。

　

明
治
四
年
五
月
、
大
蔵
省
営
繕
司
は
官
宅
制
度
整
備
の
延
長
線
上
に
、
庁
舎

営
繕
を
規
制
す
る
「
県
庁
建
家
坪
御
規
則
」（
以
下
「
規
則
」
と
略
称
す
る
）

を
起
草
し
た
。
管
内
石
高
十
万
石
を
基
準
に
百
十
六
坪
の
面
積
制
限
が
設
け
ら

れ
、
十
万
石
を
越
え
る
場
合
に
は
五
万
石
ご
と
に
十
坪
の
増
加
が
認
め
ら
れ
た

ほ
か
、
標
準
の
間
取
り
図
も
用
意
さ
れ
た
。
廃
藩
置
県
後
の
十
一
月
、
三
府
三

〇
二
県
か
ら
三
府
七
十
三
県
へ
の
合
併
を
受
け
て
「
規
則
」
が
修
正
さ
れ
た
が
、

前
案
よ
り
面
積
制
限
が
大
幅
に
強
ま
り
、「
高
三
十
万
石
以
下
建
坪
百
二
十
二

坪
五
合
」
と
い
う
基
準
が
取
ら
れ
て
い
た
）
18
（

。
同
時
に
出
さ
れ
た
「
新
県
取
計
心

得
）
19
（

」
に
も
「
県
庁
ハ
可
成
丈
簡
易
ニ
可
致
事
」
と
念
を
押
さ
れ
て
い
た
こ
と
と

考
え
合
わ
せ
る
と
、
中
央
政
府
側
の
関
心
は
、
あ
く
ま
で
国
家
歳
出
の
抑
制
に

あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
二
）
大
蔵
省
管
轄
期
の
府
県
庁
舎
営
繕

　

続
い
て
、
上
記
の
制
度
の
も
と
に
、
大
蔵
省
管
轄
期
の
営
繕
の
実
態
を
考
察

す
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
廃
藩
置
県
か
ら
内
務
省
成
立
ま
で
の
新
築
及
び
新

築
と
み
な
さ
れ
た
事
例
）
20
（

を
表
①
に
ま
と
め
た
。
こ
の
時
期
の
庁
舎
営
繕
の
も
っ

と
も
大
き
な
背
景
は
、
廃
藩
置
県
後
の
度
重
な
る
府
県
合
併
で
あ
っ
た
。
府
県

の
管
轄
範
囲
の
拡
大
に
従
っ
て
、
従
来
旧
城
、
藩
士
邸
宅
、
寺
社
な
ど
に
置
か

れ
て
い
た
仮
庁
舎
の
狭
隘
、
老
朽
、
ま
た
は
庁
舎
機
能
へ
の
不
適
合
が
、
新
築

理
由
と
し
て
頻
繁
に
言
及
さ
れ
て
い
た
。

　

一
方
、
庁
舎
の
持
つ
シ
ン
ボ
ル
性
が
、
府
県
の
政
治
刷
新
、
文
明
開
化
に
資

す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
認
識
も
広
く
見
ら
れ
る
。
表
①
に
は
取
り
上
げ
て
い

な
い
が
、
明
治
元
年
の
時
点
で
、
大
阪
府
は
、
当
時
の
庁
舎
が
通
常
の
家
屋
と

見
分
け
づ
ら
い
こ
と
を
問
題
視
し
て
、「
市
民
都
テ
官
府
ノ
官
府
タ
ル
ヲ
弁
シ

カ
ネ
、
自
ラ
皇
威
ニ
モ
関
係
ス
レ
ハ
、
此
回
新
タ
ニ
一
大
官
舎
ヲ
営
ミ
風
俗
ヲ

震マ
マ

起
シ
、
皇
威
ヲ
興
隆
ス
ル
ノ
基
ヲ
起
サ
ヽ
ル
ヘ
カ
ラ
ス
）
21
（

」
こ
と
を
上
申
し
て

い
た
。
明
治
五
年
、
東
京
府
が
煉
瓦
も
し
く
は
石
造
り
で
の
新
築
を
主
張
し
た

の
は
、
推
進
中
の
銀
座
煉
瓦
街
事
業
に
噴
出
し
た
「
愚
民
ノ
苦
情
」
へ
の
対
応

に
追
わ
れ
て
い
た
た
め
、
庁
舎
建
設
が
近
代
化
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
民
衆
啓
蒙

に
役
立
つ
）
22
（

と
考
え
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
そ
の
よ
う
な
洋
風
志
向
は
、
三
府
や
開

港
場
だ
け
に
あ
っ
た
も
の
で
は
な
い
。
た
と
え
ば
栃
木
県
も
「
殊
ニ
者
鄙
陋
小

民
之
眼
目
モ
開
化
可
仕
」
こ
と
を
理
由
に
庁
舎
の
煉
瓦
造
り
を
上
申
し
て
い
た
）
23
（

。

　

外
観
の
ほ
か
、
庁
舎
を
新
築
す
る
と
い
う
行
為
自
体
の
意
義
も
見
出
さ
れ
て

い
た
。
明
治
四
年
十
月
、
熊
本
県
は
「
管
内
ノ
士
民
固
僻
ノ
私
念
絶
チ
難
キ
」

だ
け
で
は
な
く
、
官
員
も
「
兎
角
主
隷
ノ
旧
習
脱
シ
兼
」
て
い
る
た
め
、「
治

所
ヲ
他
ヘ
移
シ
候
ハ
管
内
ノ
耳
目
ヲ
一
新
」
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
、
庁

舎
の
新
築
に
よ
る
官
民
両
方
の
観
念
刷
新
効
果
を
訴
え
た
）
24
（

。
福
岡
県
の
場
合
、

庁
舎
は
旧
城
に
置
か
れ
て
い
た
た
め
、「
民
間
ニ
於
テ
ハ
多
ク
御
殿
抔
ト
相
唱
、
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県
庁
ト
称
シ
候
テ
ハ
不
通
ノ
体
」
と
い
う
現
状
に
対
し
、
明
治
五
年
七
月
の
上

申
書
に
は
、「
因
襲
ノ
陋
習
」
や
「
官
民
阻
隔
ノ
状
」
を
克
服
す
る
た
め
に
庁

舎
を
「
枢
要
ノ
地
ヘ
転
移
築
造
」
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、「
新
県
ノ
御
趣
モ
相

徹
シ
、
昵
旧
自
然
融
釈
、
漸
々
開
化
ノ
儀
ヲ
悟
ル
」
こ
と
が
期
待
で
き
る
と
書

か
れ
て
い
た
）
25
（

。

　

上
述
の
上
申
理
由
か
ら
は
、「
先
進
的
で
開
明
」
な
近
代
国
家
と
「
後
進
的

で
愚
昧
」
な
地
域
住
民
と
の
直
接
対
峙
と
、
前
者
が
後
者
を
一
方
的
に
リ
ー
ド

す
る
と
い
う
構
図
が
読
み
取
れ
る
。
前
述
し
た
菊
御
紋
の
使
用
と
同
様
に
、
地

方
官
か
ら
見
れ
ば
、
国
家
の
先
進
性
を
庁
舎
と
い
う
「
見
え
る
」
形
に
よ
っ
て

具
現
化
し
、
府
県
権
力
を
権
威
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
た
の
で
あ
ろ
う
。

た
だ
し
、
本
来
「
見
え
な
い
」
は
ず
の
行
政
を
庁
舎
と
い
う
形
と
し
て
「
見
せ

る
」
こ
と
に
よ
っ
て
、
府
県
と
住
民
を
接
近
さ
せ
る
可
能
性
も
内
包
さ
れ
て
い

た
と
思
わ
れ
る
。

　

一
方
、
大
蔵
省
の
指
令
は
専
ら
「
財
政
」
を
重
視
し
て
い
た
。
表
①
か
ら
見

ら
れ
る
よ
う
に
、「
規
則
」
及
び
標
準
図
面
は
正
式
な
法
令
と
し
て
発
布
さ
れ

た
わ
け
で
は
な
く
、
出
さ
れ
た
上
申
案
に
対
す
る
指
令
と
し
て
、
大
蔵
省
か
ら

送
り
つ
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
も
「
規
則
」
及
び
標
準
図
面
の
指
示

が
な
い
事
例
も
多
々
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
形
式
に
対
す
る
規
制
は
あ
く
ま
で
歳

出
の
抑
制
を
達
成
す
る
た
め
の
手
段
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。

　

そ
れ
と
関
連
し
て
、
規
則
上
の
官
費
支
出
分
ま
で
が
、
民
費
又
は
献
金
に

よ
っ
て
負
担
さ
れ
た
事
例
が
存
在
す
る
。
明
治
五
年
、
府
の
庁
舎
営
繕
費
は
ま

だ
全
官
費
負
担
が
原
則
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
大
阪
府
は
国
費
の
上
限

を
一
万
五
千
円
に
設
定
し
、
残
り
三
万
円
近
く
の
費
用
を
全
部
民
費
で
負
担
す

る
と
い
う
新
築
計
画
を
上
申
し
た
。
そ
れ
に
対
し
大
蔵
省
は
大
阪
に
「
殷
富
豪

商
之
者
不
少
候
得
ハ
、
民
費
取
立
方
左
程
疾
苦
ニ
モ
相
成
間
敷
）
26
（

」
こ
と
を
理
由

に
許
可
を
出
し
た
。
ま
た
栃
木
県
が
、
新
築
総
額
か
ら
住
民
に
よ
る
献
金
、
献

夫
で
賄
う
金
額
を
引
い
て
か
ら
、
三
分
の
一
は
官
費
、
三
分
の
二
は
民
費
で
支

弁
し
よ
う
と
し
た
際
、
大
蔵
省
は
そ
れ
を
黙
認
し
た
）
27
（

。

　

当
時
、
府
県
の
中
央
政
府
に
対
す
る
行
財
政
権
は
確
か
に
制
限
さ
れ
て
い
た

が
、
民
費
ま
た
は
献
金
さ
え
調
達
で
き
れ
ば
、「
規
則
」
を
超
え
る
庁
舎
を
築

造
す
る
こ
と
は
可
能
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
学
制
、
徴
兵
制
、
地
租
改
正
な
ど

近
代
化
政
策
の
推
進
に
つ
れ
民
衆
の
負
担
が
次
第
に
大
き
く
な
り
、
過
分
な
民

力
依
存
は
住
民
の
反
発
も
し
く
は
民
衆
騒
乱
を
招
き
か
ね
な
い
。
大
蔵
省
が
手

を
つ
け
な
か
っ
た
府
県
対
住
民
の
自
由
裁
量
権
の
抑
制
は
、
そ
の
後
内
務
省
の

大
き
な
課
題
と
な
る
。

二
　
内
務
省
管
轄
下
の
府
県
庁
舎
営
繕

（
一
）
府
県
庁
舎
営
繕
の
停
滞
と
再
開

　

明
治
六
年
十
月
の
征
韓
論
政
変
を
経
て
、
民
力
養
成
論
が
国
家
目
標
と
し
て

確
定
さ
れ
、
そ
の
実
施
機
関
と
し
て
、
内
務
省
が
十
一
月
に
設
立
さ
れ
た
）
28
（

。
翌

年
一
月
、
府
県
営
繕
事
務
を
管
轄
し
て
い
た
大
蔵
省
土
木
局
が
内
務
省
へ
転
属

と
な
っ
た
）
29
（

。
新
し
い
理
念
の
元
に
、
庁
舎
営
繕
行
政
も
従
来
と
異
な
る
様
相
を

呈
し
は
じ
め
た
。
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し
か
し
そ
の
後
の
台
湾
出
兵
は
、
成
立
し
た
ば
か
り
の
内
務
省
の
施
政
を
大

き
く
停
滞
さ
せ
た
。
府
県
庁
舎
営
繕
事
務
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
八
月
十
二

日
よ
り
発
布
さ
れ
た
一
連
の
法
令
）
30
（

に
よ
っ
て
、「
焦
眉
ノ
急
ニ
ア
ラ
サ
ル
ノ
費

途
」
の
一
切
停
止
と
、「
既
興
ノ
土
木
ハ
費
用
ヲ
節
略
シ
、
未
興
ノ
工
業
費
ハ

大
蔵
省
ヘ
返
納
セ
シ
ム
」
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
、
表
②
で
示
し
た
よ
う
に
、
指

令
待
ち
中
の
府
県
庁
舎
営
繕
上
申
は
一
斉
に
否
決
さ
れ
た
。
一
方
、
陸
軍
の
存

城
接
収
）
31
（

、
府
県
域
）
32
（

も
し
く
は
府
県
庁
の
立
地
問
題
）
33
（

を
め
ぐ
る
移
庁
、
新
築
要
望

が
噴
出
し
、
複
数
の
府
県
か
ら
次
々
と
出
さ
れ
た
執
拗
な
上
申
へ
の
対
応
は
、

内
務
省
を
悩
ま
す
大
き
な
課
題
と
な
っ
た
。

　

清
国
と
の
談
判
が
無
事
終
了
し
た
後
の
明
治
八
年
一
月
十
八
日
、
内
務
省
は

「
府
県
庁
地
所
之
儀
ニ
付
伺
）
34
（

」
を
提
出
し
、「
永
遠
持
久
之
庁
ヲ
設
ケ
、
統
轄
施

政
ノ
便
ヲ
図
ル
」
と
い
う
原
則
の
も
と
に
、
二
つ
の
対
策
を
提
案
し
た
。
一
つ

目
は
民
情
吏
務
の
安
堵
を
重
視
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
対
外
関
係
が
す
で
に
安

定
し
た
以
上
、
府
県
側
の
実
情
を
考
察
し
て
、
や
む
を
得
な
い
場
合
は
そ
の
上

申
を
許
可
し
て
も
よ
い
と
い
う
意
見
で
あ
り
、二
つ
目
は
、庁
舎
の
位
置
は
「
固

ヨ
リ
一
府
一
県
之
意
見
ニ
従
ヒ
、
輙
ク
其
請
ヲ
允
ス
ヘ
キ
事
」
で
は
な
い
と
主

張
し
、「
国
郡
村
ノ
制
改
定
迄
ハ
」
陸
軍
の
要
請
以
外
は
「
姑
ク
在
来
ノ
儘
据

置
」
く
と
い
う
案
で
あ
る
。
前
者
は
よ
り
府
県
側
に
配
慮
し
て
い
る
の
に
対
し
、

後
者
は
中
央
政
府
の
主
体
性
を
よ
り
強
調
し
て
い
た
。
そ
し
て
一
月
二
十
八
日
、

閣
議
で
は
後
者
が
議
決
さ
れ
た
。
よ
っ
て
内
務
省
は
姫
路
城
に
あ
っ
た
飾
磨
県

庁
）
35
（

、
福
岡
城
に
あ
っ
た
福
岡
県
庁
）
36
（

の
移
転
を
許
可
し
、
愛
知
県
）
37
（

、
水
沢
県
）
38
（

に
対

し
当
分
見
合
わ
せ
る
こ
と
を
指
令
し
た
。

　

六
月
に
な
る
と
、
内
務
省
は
二
度
目
の
上
申
を
提
出
し
た
）
39
（

。
三
重
県
、
水
沢

県
）
40
（

か
ら
「
県
下
人
民
有
志
ノ
者
ヨ
リ
移
庁
経
費
等
悉
皆
弁
償
、
且
治
民
上
不
都

合
ノ
訳
ヲ
以
移
庁
ノ
儀
」
が
再
度
上
申
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。
内
務
省
は
、
府

県
庁
の
位
置
は
も
と
よ
り
「
経
費
ノ
多
寡
」、
住
民
献
金
の
有
無
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
と
強
調
し
な
が
ら
も
、
本
当
に
民
治
上
の
不
都
合
が

あ
る
場
合
、
官
費
負
担
分
が
一
千
円
以
下
で
あ
れ
ば
許
可
を
し
て
も
よ
い
と
主

張
し
て
い
た
。
前
回
と
違
っ
て
卿
の
大
久
保
も
閣
議
に
参
加
し
た
た
め
か
、
上

申
は
無
事
に
可
決
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
内
務
省
は
官
員
を
水
沢
県
に
派
遣
し
、

実
地
検
査
の
上
移
庁
）
41
（

を
許
可
し
、
ま
た
愛
知
県
に
対
し
、
閣
議
決
定
よ
り
は
る

か
に
上
回
る
、
総
額
一
万
円
を
限
度
と
す
る
新
築
を
内
諾
し
た
）
42
（

。

　

明
治
八
年
の
内
務
省
上
申
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
は
専
ら
政
府
及
び
内
務
省

の
移
庁
、
新
築
に
対
す
る
消
極
的
な
態
度
を
強
調
し
て
い
る
）
43
（

。
し
か
し
、
当
時

の
各
府
県
と
の
や
り
と
り
を
考
え
合
わ
せ
る
と
、
内
務
省
は
む
し
ろ
府
県
側
の

要
請
を
一
定
程
度
容
認
す
る
方
向
で
、
太
政
官
に
掛
け
あ
っ
て
い
た
と
考
え
た

方
が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
内
務
省
は
中
央
政
府
の
主
導
に
よ
る
区
画
改
正
を
通
じ

て
、「
永
遠
持
久
」
の
府
県
庁
樹
立
を
目
標
と
し
な
が
ら
も
、
府
県
の
民
情
吏

務
の
実
態
に
配
慮
し
て
い
た
一
面
も
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
内
務
省
の
姿
勢

は
、
後
述
す
る
庁
舎
営
繕
費
の
負
担
方
式
の
改
正
に
際
し
て
取
っ
た
態
度
と
共

通
し
て
い
た
こ
と
を
先
に
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

　

明
治
九
年
三
月
十
九
日
、
内
務
省
は
三
新
法
の
最
初
の
草
案
と
も
言
わ
れ
る

「
区
画
改
正
之
義
ニ
付
伺
）
44
（

」
を
上
申
し
、
続
い
て
四
月
十
八
日
に
大
掛
か
り
な

府
県
合
併
を
実
行
し
た
。
一
方
、「
区
画
改
正
之
義
ニ
付
伺
」
が
提
出
さ
れ
る
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四
日
前
の
三
月
十
五
日
に
）
45
（

、
明
治
四
年
以
来
の
「
規
則
」
に
代
わ
っ
て
、
新
た

に
営
繕
事
務
を
規
制
す
る
「
府
県
庁
舎
一
切
新
営
費
標
準
）
46
（

」
が
内
務
省
内
に
お

い
て
議
決
さ
れ
、
四
月
十
五
日
に
太
政
官
へ
上
申
さ
れ
た
）
47
（

。
三
日
後
の
府
県
合

併
に
よ
る
営
繕
申
請
の
ラ
ッ
シ
ュ
を
見
込
ん
だ
も
の
で
あ
ろ
う
。
そ
し
て
同
じ

く
四
月
十
五
日
に
、
内
務
省
は
福
岡
県
）
48
（

、
飾
磨
県
）
49
（

の
庁
舎
新
築
最
終
計
画
を
太

政
官
へ
提
出
し
た
。
明
治
七
年
八
月
か
ら
停
滞
し
て
き
た
営
繕
事
務
の
再
開
が
、

正
式
に
宣
言
さ
れ
た
。

（
二
）
官
民
費
負
担
期
の
府
県
上
申
と
内
務
省
指
令

　

こ
の
時
期
の
府
県
上
申
の
一
つ
の
大
き
な
特
徴
は
、
大
蔵
省
管
轄
期
の
よ
う

な
文
明
開
化
を
訴
え
る
傾
向
が
後
退
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、

財
政
問
題
の
ほ
か
、
近
代
化
の
進
展
に
つ
れ
洋
式
建
築
は
そ
こ
ま
で
珍
し
い
も

の
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
も
指
摘
で
き
る
。
し
か
し
そ
れ
は
直
ち
に
洋
風
意
匠

の
放
棄
を
意
味
し
た
わ
け
で
は
な
い
。
例
え
ば
愛
知
県
は
、
節
約
の
た
め
に
和

風
意
匠
に
変
更
せ
よ
と
い
う
内
務
省
の
指
示
に
対
し
、「
方
今
西
洋
形
建
築
専

御
施
行
有
之
、
且
当
地
人
民
ニ
於
テ
モ
追
々
致
模
造
候
折
柄
ニ
付
、
新
築
之
県

庁
尋
常
造
ニ
而
ハ
管
下
ヘ
対
シ
体
裁
モ
不
宜
」
こ
と
を
訴
え
て
い
た
）
50
（

。「
県
庁
」

対
「
人
民
」
の
関
係
に
お
い
て
、
県
の
建
造
物
が
形
式
に
お
い
て
優
位
を
占
め

な
い
に
し
て
も
、
遅
れ
を
取
る
こ
と
は
絶
対
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う
認
識

が
読
み
取
れ
る
。

　

実
際
、
表
②
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
当
時
の
上
申
書
に
は
、「
体
裁
」
と
い

う
言
葉
が
頻
繁
に
登
場
し
て
い
た
。
営
繕
許
可
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、
狭
隘
、

老
朽
、
庁
舎
機
能
に
合
わ
な
い
な
ど
大
蔵
省
管
轄
期
に
も
よ
く
使
わ
れ
て
い
た

営
繕
理
由
に
、
新
た
な
意
味
合
い
が
見
出
さ
れ
た
。
や
は
り
前
章
に
も
指
摘
し

た
通
り
、
庁
舎
営
繕
の
目
的
は
、
行
政
事
務
の
円
滑
な
進
行
を
保
障
す
る
ほ
か
、

県
治
の
「
体
裁
」、
言
い
換
え
れ
ば
地
方
統
治
の
た
め
の
権
威
の
維
持
に
も
つ

な
が
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
台
湾
出
兵
に
よ
る
営
繕
の
停
滞
期
に
直
面
し
て
い
た
地
方
官
は
、
営

繕
許
可
を
得
る
た
め
に
い
か
に
官
費
支
出
を
節
減
で
き
る
か
を
、
必
死
に
訴
え

て
い
た
。
真
偽
の
ほ
ど
は
別
と
し
て
、
民
衆
の
積
極
的
な
献
金
要
望
を
理
由
と

し
た
上
申
書
が
多
く
、
ほ
か
の
財
源
の
流
用
を
示
唆
す
る
も
の
も
見
ら
れ
る
）
51
（

。

当
時
の
地
方
官
は
、庁
舎
の
「
官
」
と
し
て
の
体
裁
を
強
調
し
な
が
ら
も
、「
官
」

に
迷
惑
を
掛
け
な
い
方
法
で
、
す
な
わ
ち
民
力
に
頼
っ
て
庁
舎
を
建
設
す
る
し

か
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
を
抱
え
て
い
た
と
言
え
る
。

　

府
県
側
の
上
申
に
対
し
、
内
務
省
は
費
用
負
担
の
論
理
を
示
そ
う
と
し
て
い

た
。
例
え
ば
明
治
八
年
九
月
、
飾
磨
県
の
最
終
的
な
新
築
上
申
に
は
民
衆
の
献

金
を
官
費
の
補
充
と
し
て
使
お
う
と
す
る
計
画
が
見
ら
れ
る
。
大
蔵
省
管
轄
期

な
ら
簡
単
に
許
可
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
こ
の
計
画
は
、
内
務
省
に
よ
っ
て
否

決
さ
れ
た
。内
務
省
の
太
政
官
へ
の
上
申
書
に
お
い
て
は
、県
庁
営
繕
費
は
「
学

校
病
院
等
ヘ
差
出
候
資
金
」
と
訳
が
違
い
、「
人
民
之
情
願
ニ
任
セ
許
可
候
テ

ハ
公
庁
ノ
体
裁
ニ
モ
」
関
わ
っ
て
い
る
た
め
、
献
金
は
あ
く
ま
で
「
民
課
之
内

ヘ
為
差
出
」
る
べ
き
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
意
見
が
書
か
れ
て
い
た
）
52
（

。

　

そ
し
て
皮
肉
な
こ
と
に
、
数
年
の
交
渉
を
か
け
て
よ
う
や
く
新
築
さ
れ
た
飾

磨
県
庁
舎
は
、
落
成
の
翌
日
、
飾
磨
県
の
兵
庫
県
へ
の
合
併
に
よ
っ
て
無
用
と
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な
り
、
一
日
た
り
と
も
県
庁
と
し
て
使
わ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
。
実
際
の
建

築
費
は
、
民
費
徴
収
が
間
に
合
わ
な
か
っ
た
た
め
予
備
金
か
ら
支
出
さ
れ
た
の

で
、
明
治
十
年
五
月
に
な
る
と
、
区
長
た
ち
か
ら
残
金
の
官
費
支
給
の
要
請
が

上
が
っ
て
き
た
。
兵
庫
県
の
上
申
に
対
し
、
内
務
省
は
「
元
来
建
築
費
用
ヲ
其

管
内
ヘ
課
シ
候
ハ
、
人
民
保
護
ヲ
請
ル
カ
タ
メ
ニ
候
処
、
旧
飾
磨
県
ノ
如
キ
ハ

庁
舎
新
築
粗
落
成
ノ
期
ニ
至
リ
廃
県
、
其
実
一
日
ノ
県
務
モ
取
扱
ハ
ズ
シ
テ
不

用
ニ
帰
シ
候
上
ハ
、
今
更
其
費
用
ヲ
人
民
ヘ
追
課
候
モ
不
穏
当
」
と
述
べ
、
新

築
費
の
全
官
費
負
担
を
許
可
し
た
）
53
（

。
統
廃
合
の
場
合
、
民
費
負
担
分
の
官
費
支

出
は
大
蔵
省
管
轄
期
以
来
の
慣
例
）
54
（

で
あ
っ
た
が
、
こ
こ
で
は
じ
め
て
そ
の
理
屈

が
説
明
さ
れ
た
。

　

飾
磨
県
の
事
例
か
ら
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
府
県
庁
舎
営
繕
費
の
官
民
費
重
層

負
担
と
い
う
現
状
に
つ
い
て
、
内
務
省
は
、
府
県
庁
舎
が
官
費
で
負
担
さ
れ
る

「
公
庁
」
で
あ
り
な
が
ら
も
、
民
費
で
負
担
さ
れ
る
「
人
民
保
護
」
の
機
関
で

も
あ
る
と
論
理
的
に
解
釈
し
て
い
た
。
そ
の
解
釈
は
、
の
ち
三
新
法
に
お
け
る

府
県
の
「
行
政
区
画
」
と
「
住
民
社
会
独
立
の
区
画
」
の
よ
う
な
二
重
性
格
に

つ
な
が
る
底
流
と
捉
え
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
し
て
、
か
つ
て
大
蔵
省
が
地
方
官
の
過
分
な
民
費
あ
る
い
は
献
金
調
達
を

積
極
的
に
利
用
し
た
の
と
異
な
り
、
地
方
民
情
の
安
定
や
、
府
県
の
人
民
保
護

の
役
割
を
重
視
す
る
内
務
省
は
、
地
方
官
の
勝
手
な
行
動
を
抑
制
し
よ
う
と
し

て
い
た
。
次
節
で
は
具
体
例
を
用
い
て
、
当
時
の
中
央
政
府
、
府
県
、
府
県
住

民
の
三
者
関
係
を
検
討
し
た
い
。

（
三
）
民
費
、
献
金
問
題
か
ら
見
る
中
央
・
府
県
・
住
民
関
係

　

ま
ず
は
長
崎
県
の
事
例
を
考
察
す
る
。
長
崎
県
は
明
治
四
年
に
県
庁
新
築
を

計
画
し
は
じ
め
、
六
年
末
に
な
っ
て
よ
う
や
く
許
可
を
得
て
）
55
（

、
翌
年
七
月
二
十

八
日
に
竣
工
を
迎
え
た
が
、
一
ヶ
月
も
経
た
な
い
う
ち
に
新
庁
舎
は
台
風
で
倒

壊
し
て
し
ま
っ
た
）
56
（

。
県
側
は
台
湾
事
件
の
解
決
を
待
っ
て
、
十
二
月
に
外
交
上

の
体
面
、
す
な
わ
ち
新
庁
舎
の
建
設
は
す
で
に
各
国
領
事
に
通
知
し
た
こ
と
と
、

仮
庁
の
官
庁
ら
し
か
ら
ぬ
秩
序
の
混
乱
に
よ
る
「
不
体
裁
）
57
（

」
を
理
由
に
再
築
を

上
申
し
た
）
58
（

。

　

他
府
県
の
庁
舎
営
繕
が
殆
ど
停
滞
し
て
い
た
な
か
、
長
崎
県
の
再
築
上
申
が

簡
単
に
許
可
さ
れ
た
の
は
、
開
港
場
の
特
別
待
遇
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
し

か
し
内
諾
を
得
て
か
ら
半
年
後
の
明
治
八
年
十
月
三
十
一
日
、
長
崎
県
は
設
計

を
変
更
し
て
、
そ
の
ま
ま
着
手
し
た
と
い
う
旨
の
伺
書
を
作
成
し
、
十
一
月
に

内
務
省
へ
上
申
し
た
）
59
（

。
上
申
書
に
は
十
月
三
十
日
付
の
商
人
惣
代
た
ち
に
よ
る

嘆
願
書
が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
そ
こ
に
は
再
度
の
被
災
を
避
け
る
た
め
の
煉
瓦

石
造
り
へ
の
変
更
と
、
増
額
分
を
維
新
以
来
の
商
業
積
金
で
負
担
し
た
い
と

い
っ
た
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。

　

一
見
し
て
問
題
な
さ
そ
う
だ
が
、
当
時
の
煉
瓦
石
の
支
払
記
録
）
60
（

に
よ
れ
ば
、

嘆
願
書
作
成
前
の
二
十
五
日
に
は
、
煉
瓦
石
の
値
段
調
査
が
す
で
に
終
わ
り
、

購
入
す
る
た
め
の
予
算
も
県
庁
内
の
稟
議
を
経
て
可
決
さ
れ
て
い
た
。
煉
瓦
石

造
り
へ
の
変
更
は
商
人
た
ち
の
歎
願
と
い
う
よ
り
県
庁
側
の
発
意
に
よ
る
も
の

で
あ
り
、
嘆
願
書
は
そ
の
後
商
人
た
ち
に
書
か
せ
た
も
の
で
あ
っ
た
可
能
性
も

十
分
考
え
ら
れ
る
。
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県
側
の
期
待
に
反
し
、
十
二
月
二
十
日
に
返
っ
て
き
た
内
務
省
指
令
は
、
許

可
後
の
勝
手
な
計
画
変
更
は
法
令
）
61
（

に
違
反
す
る
も
の
と
指
摘
し
、
模
様
替
え
の

上
申
を
否
決
し
た
。
そ
し
て
興
味
深
い
こ
と
に
、
ま
る
で
県
側
の
勝
手
な
献
金

調
達
を
予
想
し
た
か
の
よ
う
に
、
内
務
省
は
指
令
の
追
伸
に
お
い
て
、「
営
繕

費
之
儀
ハ
人
民
一
般
ニ
関
係
候
義
ニ
候
得
ハ
、（
積
金
の
利
用
は
│
│
筆
者
注
）

兼
テ
一
同
協
議
及
候
上
願
出
候
ヤ
」
と
い
う
疑
問
を
呈
し
、「
其
事
由
取
調
可

申
出
事
」
を
指
示
し
て
い
た
。
嘆
願
書
に
書
か
れ
て
い
る
「
県
庁
ハ
衆
人
之
倚

頼
ス
ル
処
、
況
ヤ
外
国
人
御
接
待
之
御
場
所
…
私
共
儀
者
外
国
商
法
ヲ
以
営
生

之
者
ニ
候
得
者
、
御
建
築
費
之
幾
分
カ
義
務
」
で
あ
る
と
い
う
受
益
者
負
担
的

な
論
理
と
異
な
り
、
内
務
省
は
庁
舎
営
繕
費
が
「
人
民
一
般
」
に
関
係
す
る
も

の
と
し
て
、「
一
同
協
議
」
と
そ
の
う
え
で
の
「
合
意
」
が
必
要
で
あ
る
と
主

張
し
て
い
た
。
指
令
に
接
し
た
県
側
は
明
治
九
年
一
月
八
日
に
再
上
申
）
62
（

を
し
、

弁
解
を
し
な
が
ら
も
、
指
令
に
よ
っ
て
中
止
さ
れ
た
工
事
を
一
日
も
早
く
再
開

で
き
る
よ
う
に
懇
願
し
た
が
、
前
述
の
煉
瓦
石
支
払
記
録
に
は
、
一
月
七
日
と

同
十
二
日
に
支
払
い
記
録
が
な
お
続
い
て
い
る
。
そ
の
後
、
一
月
二
十
五
日
付

の
内
務
省
の
断
固
た
る
否
決
を
受
け
、
三
十
一
日
の
残
金
支
払
い
を
も
っ
て
、

煉
瓦
石
造
り
の
計
画
が
よ
う
や
く
中
止
さ
れ
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。

　

続
い
て
、
府
県
と
内
務
省
の
や
り
と
り
が
よ
り
明
白
に
見
ら
れ
る
、
三
島
通

庸
に
よ
る
山
形
県
庁
の
新
築
を
検
討
し
た
い
）
63
（

。
明
治
九
年
八
月
二
十
一
日
、
山

形
、
鶴
岡
、
置
賜
三
県
の
合
併
に
よ
っ
て
現
在
の
山
形
県
が
誕
生
し
、
県
令
と

な
っ
た
三
島
は
す
ぐ
県
庁
新
築
に
取
り
か
か
っ
た
。
十
二
月
二
十
日
に
出
さ
れ

た
上
申
書
に
は
、「
既
ニ
山
形
市
中
長
谷
川
吉
次
郎
外
八
百
七
拾
五
人
ヨ
リ
壱

万
円
ノ
献
金
申
立
、
其
他
市
村
町
ヨ
リ
陸
続
出
願
ノ
向
有
之
…
経
費
金
ニ
於
テ

ハ
更
ニ
御
下
金
等
不
奉
仰
積
リ
、
畢
竟
管
内
近
年
豊
熟
、
民
間
聊
カ
ノ
余
裕
有

之
ヨ
リ
…
決
テ
民
力
ヲ
傷
メ
候
憂
無
之
」
と
い
う
全
額
献
金
に
よ
る
建
築
計
画

が
熱
く
語
ら
れ
た
が
、
翌
年
一
月
八
日
、「
県
庁
新
築
費
ハ
一
般
ノ
成
規
モ
有

之
」
こ
と
を
理
由
に
、
内
務
省
は
こ
の
全
額
献
金
の
計
画
を
否
決
し
た
）
64
（

。
そ
の

後
す
ぐ
、
七
月
か
ら
庁
舎
営
繕
費
が
全
官
費
負
担
と
な
る
こ
と
が
決
め
ら
れ
た

た
め
、
三
島
は
一
変
し
て
全
官
費
支
給
を
要
請
し
た
が
、
ま
だ
七
月
以
前
と
い

う
こ
と
で
再
度
否
決
さ
れ
た
）
65
（

。
三
回
目
の
上
申
は
翌
年
三
月
十
二
日
に
よ
う
や

く
可
決
さ
れ
た
が
、
総
額
は
計
画
の
一
万
五
百
五
十
円
よ
り
は
る
か
に
低
い
六

千
八
百
七
十
八
円
ま
で
に
削
減
さ
れ
て
い
た
。

　

現
存
す
る
行
政
文
書
上
で
は
、こ
の
件
は
落
着
し
た
よ
う
に
見
え
る
が
、「
三

島
文
書
」
に
は
県
庁
新
築
に
関
す
る
二
通
の
報
告
書
）
66
（

が
残
さ
れ
て
お
り
、
強
制

的
な
土
地
取
得
や
、
献
金
を
承
諾
し
な
い
も
の
を
投
獄
す
る
な
ど
、
し
ば
し
ば

三
島
県
政
を
批
判
す
る
根
拠
と
し
て
使
わ
れ
て
い
る
「
風
聞
」
が
書
か
れ
て
い

る
。
風
聞
の
真
偽
に
つ
い
て
の
検
証
は
さ
て
お
き
、
こ
こ
で
は
、
そ
れ
ら
の
風

聞
を
め
ぐ
る
山
形
県
と
内
務
省
の
や
り
と
り
を
示
す
史
料
を
紹
介
し
た
い
。

　

三
月
初
頭
、
帰
県
し
た
三
島
と
入
れ
替
わ
る
形
で
、
一
等
属
の
村
上
楯
朝
が

県
庁
新
築
を
含
む
土
木
事
業
の
交
渉
を
す
る
た
め
、
四
月
下
旬
に
上
京
し
た
。

五
月
四
日
付
の
三
島
宛
の
村
上
書
簡
）
67
（

に
は
、
庁
舎
新
築
費
の
増
加
を
め
ぐ
る
内

務
大
書
記
官
松
田
道
之
と
の
会
話
内
容
が
記
さ
れ
て
お
り
、「
県
中
献
金
の
儀

に
付
而
は
殊
に
内
局
の
議
論
に
渉
り
、
収
納
方
最
も
六
ヶ
敷
…
間
之
風
談
等
の

言
も
之
あ
り
、
甚
た
煩
敷
、
其
体
如
何
に
て
隠
に
讒
誣
を
構
へ
候
考
有
之
哉
に
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被
察
申
候
」
云
々
が
書
か
れ
て
い
る
。「
間
之
風
談
」
は
、
前
述
し
た
「
風
聞
」

を
指
し
て
い
る
可
能
性
が
高
く
、「
讒
誣
」
と
い
う
言
葉
か
ら
、
お
そ
ら
く
噂

話
に
誇
張
の
部
分
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
内
務
省
は

風
聞
が
存
在
す
る
こ
と
自
体
を
警
戒
し
、
頑
と
し
て
増
額
を
認
め
な
か
っ
た
。

「
新
築
経
費
金
も
到
底
仕
向
を
改
め
不
申
而
は
難
相
成
、
内
局
の
主
張
す
る
所

は
定
額
の
六
千
何
百
円
の
外
決
し
て
超
過
す
へ
か
ら
さ
る
様
と
の
主
旨
に
有
之
。

此
件
に
お
い
て
は
今
日
に
至
り
殆
と
困
却
仕
候
」
と
い
う
文
言
か
ら
、
政
府
と

太
い
パ
イ
プ
を
持
ち
、
好
き
放
題
に
や
っ
て
い
た
印
象
の
強
い
三
島
で
さ
え
、

そ
れ
以
上
の
勝
手
な
行
動
が
難
し
く
な
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る
）
68
（

。

　

以
上
か
ら
、
中
央
政
府
が
府
県
を
通
じ
て
地
方
を
収
奪
し
た
と
い
う
よ
う
な

古
典
的
な
構
図
と
異
な
る
、
民
情
に
配
慮
し
て
府
県
の
暴
走
を
抑
え
よ
う
と
す

る
中
央
＝
内
務
省
の
姿
に
代
表
さ
れ
る
、
新
し
い
中
央
、
府
県
、
住
民
関
係
の

あ
り
方
が
こ
う
し
て
浮
上
す
る
。
た
だ
し
、
行
政
事
務
に
よ
っ
て
一
件
ご
と
に

問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
と
こ
ろ
で
そ
れ
は
所
詮
一
時
し
の
ぎ
に
す
ぎ
な

か
っ
た
。
抜
本
的
な
制
度
改
正
の
必
要
性
は
中
央
政
府
側
も
府
県
側
も
感
じ
て

い
た
。
次
章
で
は
府
県
庁
舎
営
繕
費
の
制
度
改
正
過
程
を
検
討
し
、
三
新
法
形

成
過
程
の
新
た
な
一
面
を
示
し
た
い
。

三
、
三
新
法
制
定
過
程
に
お
け
る
府
県
庁
舎
営
繕
費
問
題

（
一
）
府
県
庁
舎
営
繕
費
の
官
費
化

　

地
方
官
が
庁
舎
の
「
官
」
と
し
て
の
体
裁
を
強
調
し
な
が
ら
も
、「
民
力
」

に
頼
っ
て
許
可
を
得
よ
う
と
し
て
い
た
ジ
レ
ン
マ
を
解
消
す
る
た
め
、
ま
ず
試

み
ら
れ
た
の
は
府
県
庁
舎
営
繕
費
の
官
費
化
で
あ
っ
た
。
明
治
八
年
の
第
一
回

地
方
官
会
議
に
お
い
て
、
福
島
県
令
安
場
保
和
は
「
諸
官
省
之
営
繕
ハ
何
レ
モ

築
造
堅
牢
ニ
シ
テ
、
其
費
モ
又
巨
多
ナ
ル
可
キ
ニ
、
之
ヲ
官
費
ト
シ
、
未
タ
民

ニ
賦
ス
ル
ヲ
聞
カ
ス
」
と
い
う
こ
と
を
持
ち
出
し
て
、「
官
省
、
府
県
固
ヨ
リ

同
一
官
衙
」
を
理
由
に
、
府
県
庁
舎
営
繕
費
の
全
官
費
負
担
を
主
張
し
て
い
た
）
69
（

。

千
葉
県
令
柴
原
和
も
官
省
寮
司
の
営
繕
は
官
費
負
担
な
の
に
「
独
リ
県
ノ
ミ
其

官
庁
築
造
等
ヲ
民
費
ニ
課
ス
ル
ノ
理
ア
ラ
ン
ヤ
」
と
批
判
し
、「
官
民
両
費
ヲ

廃
シ
、
悉
皆
官
ヨ
リ
築
造
修
繕
」
す
べ
き
こ
と
を
求
め
て
い
た
）
70
（

。
柴
原
が
同
意

見
書
に
お
い
て
、「
官
」
＝
国
家
の
事
務
、「
公
」
＝
地
方
の
事
務
、「
民
」
＝

行
政
と
係
わ
り
の
な
い
事
務
と
い
っ
た
の
ち
の
三
新
法
と
か
な
り
近
い
構
想
を

明
確
に
提
唱
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
な
お
府
県
庁
舎
営
繕
の
官
費
支

弁
を
主
張
す
る
の
は
、
庁
舎
営
繕
が
地
方
の
事
務
で
は
な
く
国
家
の
事
務
で
あ

り
、
府
県
庁
は
あ
く
ま
で
中
央
政
府
の
出
先
機
関
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
認
識
を

持
っ
て
い
た
か
ら
だ
と
理
解
し
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

　

地
方
官
だ
け
で
は
な
く
、
政
府
内
に
も
同
様
の
意
見
が
見
ら
れ
る
。「
梧
陰

文
庫
」
に
あ
る
明
治
九
年
作
成
と
さ
れ
て
い
る
「
民
費
意
見
案
）
71
（

」
で
は
、「
県

庁
ハ
官
舎
」
な
の
に
「
営
繕
亦
民
費
ニ
取
ル
」
こ
と
を
、
官
選
区
戸
長
給
料
、

官
令
布
告
費
の
民
費
負
担
と
同
じ
く
、
民
費
を
も
っ
て
国
税
の
不
足
を
補
う
こ

と
と
明
言
し
、
国
税
を
「
民
費
」
の
名
の
下
に
お
い
て
勝
手
に
徴
収
で
き
る
か

ら
こ
そ
、
前
章
で
見
ら
れ
る
通
り
「（
地
方
官
が
）
華
麗
ヲ
競
ヒ
以
テ
県
治
ヲ

飾
ル
、
外
観
燦
然
ト
シ
テ
而
シ
テ
人
民
実
ニ
其
苛
ナ
ル
ニ
堪
ヘ
ズ
」
と
い
う
よ
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う
な
結
果
が
招
か
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
明
治
十
年
一
月
の
井
上
毅
自
筆
に
よ
る
「
民
費
賦
課
法
意
見
）
72
（

」
に
は
、

従
来
「
民
費
」
と
称
さ
れ
て
い
た
費
用
が
（
甲
）「
従
前
庁
費
ト
称
フ
ル
府
県

庁
幷
倉
庫
建
築
及
懲
役
場
囚
獄
建
設
費
〔
三
分
之
二
ヲ
民
費
ニ
課
ス
〕
及
布
告

費
等
国
費
ニ
属
ス
ベ
キ
性
質
ノ
モ
ノ
」、（
乙
）「
区
費
村
費
其
他
地
方
限
之
入

費
」、（
丙
）「
人
民
ノ
情
願
ニ
任
ス
ベ
キ
モ
ノ
ニ
シ
テ
官
吏
ヨ
リ
賦
課
ス
ベ
カ

ラ
ザ
ル
モ
ノ
」
の
三
つ
に
分
類
さ
れ
、（
甲
）
の
国
費
支
弁
、（
丙
）
の
民
費
か

ら
の
除
外
及
び
本
当
の
「
民
費
」
で
あ
る
（
乙
）
の
租
税
化
が
建
言
さ
れ
た
。

　

こ
の
案
を
ベ
ー
ス
に
し
た
「
地
方
税
規
則
」
の
誕
生
は
ま
だ
先
の
話
だ
が
、

当
面
の
対
策
と
し
て
、
明
治
十
年
一
月
四
日
に
、
地
租
軽
減
、
民
費
賦
課
制
限

の
法
令
が
布
告
さ
れ
た
）
73
（

。
同
十
六
日
に
は
、
府
県
庁
費
、
庁
舎
営
繕
費
の
官
費

化
が
内
務
省
か
ら
上
申
さ
れ
）
74
（

、
二
十
九
日
に
太
政
官
第
十
六
号
達
と
し
て
発
布

さ
れ
た
。
次
の
財
政
年
度
、
す
な
わ
ち
明
治
十
年
七
月
一
日
よ
り
、
府
県
庁
舎

営
繕
費
は
全
部
官
費
負
担
と
な
っ
た
）
75
（

。

（
二
）
松
田
道
之
の
府
県
庁
舎
営
繕
費
論

　

庁
舎
営
繕
費
は
一
旦
官
費
化
さ
れ
た
が
、
三
新
法
設
計
者
の
一
人
で
あ
っ
た

松
田
道
之
は
、
早
く
か
ら
別
の
認
識
を
持
っ
て
い
た
。
明
治
五
年
正
月
、
当
時

ま
だ
滋
賀
県
令
で
あ
っ
た
松
田
は
、
県
議
事
所
の
創
立
に
際
し
大
蔵
省
へ
呈
上

し
た
「
議
事
大
意
条
例
）
76
（

」
に
お
い
て
、「
県
庁
ハ
即
チ
県
内
人
民
ノ
権
利
ヲ
保

護
シ
、
其
福
益
ヲ
増
加
ス
ヘ
キ
為
メ
ニ
建
テ
置
モ
ノ
ナ
レ
ハ
、
県
庁
ノ
官
吏
ハ

即
チ
県
内
人
民
ニ
代
ッ
テ
政
令
ヲ
司
リ
、
其
事
ハ
即
チ
県
内
人
民
ノ
事
ニ
シ
テ
、

之
ヲ
県
内
人
民
ノ
惣
代
ト
云
ウ
ト
モ
可
ナ
リ
。
然
レ
ハ
県
庁
ノ
為
メ
ニ
県
内
ノ

人
民
ア
ル
ニ
ア
ラ
ズ
、
県
内
人
民
ノ
為
メ
ニ
県
庁
ア
ル
ト
知
ル
ヘ
シ
」
と
述
べ

て
お
り
、
県
庁
の
人
民
保
護
の
役
割
、
及
び
県
庁
の
持
つ
「
惣
代
」
的
な
性
格

を
指
摘
し
て
い
た
。

　

明
治
六
年
の
地
方
官
会
同
前
後
、
松
田
は
「
堤
防
橋
梁
道
路
神
社
官
舎
修
築

入
費
支
償
方
法
建
議
」
と
題
す
る
意
見
書
）
77
（

に
お
い
て
、
公
法
た
る
行
政
事
務
と

私
法
た
る
住
民
自
治
事
務
の
区
分
を
必
要
と
し
、
前
者
の
官
費
負
担
に
対
し
後

者
の
民
費
負
担
を
主
張
し
、
府
県
庁
舎
の
新
築
修
繕
を
「
悉
皆
官
費
、
則
公
法

ノ
体
タ
ル
ヘ
シ
」
と
し
て
い
た
。
し
か
し
そ
の
公
法
も
ま
た
「
全
国
費
用
ノ
為

メ
政
府
ニ
収
納
ス
へ
キ
」
も
の
と
、
一
県
費
用
ノ
為
メ
県
庁
ニ
収
納
ス
へ
キ
」

も
の
と
の
二
種
類
が
あ
っ
て
、「
県
庁
舎
牢
獄
ノ
修
築
入
費
」
は
「
府
県
ノ
分

限
」
と
し
て
、「
県
庁
収
納
税
ノ
内
ヨ
リ
支
償
ス
へ
キ
条
理
ナ
リ
」
と
さ
れ
て

い
た
。
無
論
、
こ
の
議
論
は
国
家
と
府
県
の
財
政
分
離
に
重
点
が
置
か
れ
て
お

り
、
当
時
の
大
蔵
省
の
経
緯
租
計
画
と
共
通
し
て
い
た
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、

簡
単
に
前
年
の
府
県
の
「
惣
代
」
的
な
性
格
を
主
張
す
る
議
論
と
リ
ン
ク
し
て

理
解
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
た
だ
し
、
当
時
大
蔵
省
で
作
成
さ
れ
た
経
緯
租

条
例
）
78
（

の
緯
租
条
目
に
営
繕
費
は
含
ま
れ
て
い
な
か
っ
た
た
め
、
松
田
の
論
は
か

な
り
異
色
な
も
の
で
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

松
田
は
明
治
八
年
三
月
に
内
務
省
に
入
省
し
、
琉
球
処
分
を
終
え
た
後
、
内

務
省
の
政
策
決
定
機
構
た
る
上
局
、
内
局
の
要
員
）
79
（

と
し
て
、
第
二
章
で
検
討
し

た
各
府
県
の
上
申
に
対
す
る
裁
決
を
左
右
で
き
る
ポ
ス
ト
に
い
た
と
考
え
ら
れ
、

実
際
山
形
県
の
新
築
増
額
に
対
し
、
厳
し
い
態
度
を
示
し
て
い
た
。
明
治
十
年
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五
月
、
松
田
起
案
の
「
民
費
賦
課
法
ノ
義
ニ
付
上
申
）
80
（

」
に
は
、
前
述
の
井
上
毅

の
「
民
費
賦
課
法
意
見
」
と
同
様
に
、
民
費
が
三
種
類
に
分
け
ら
れ
て
い
る
一

方
、
大
き
な
変
更
も
見
ら
れ
る
。
す
な
わ
ち
（
甲
）「
府
県
庁
費
、
布
告
費
、

官
舎
建
築
修
繕
費
、
官
幣
社
神
職
給
料
及
ヒ
旅
費
等
」
は
「
官
費
ト
ナ
シ
テ
官

庫
ヨ
リ
支
出
シ
」
と
い
う
文
言
の
あ
と
に
、「
他
日
ハ
府
県
費
ト
シ
テ
府
県
税

ヨ
リ
支
出
ス
ヘ
キ
モ
ノ
」
の
一
言
が
付
け
加
え
ら
れ
て
い
た
。
彼
の
明
治
六
年

の
意
見
が
引
き
継
が
れ
て
い
た
と
も
言
え
る
。

　

そ
し
て
明
治
十
一
年
三
月
、
同
じ
く
松
田
が
起
案
し
た
と
言
わ
れ
て
い
る

「
大
久
保
上
申
書
）
81
（

」
に
お
い
て
は
、
従
来
の
民
費
が
さ
ら
に
甲
乙
丙
丁
の
四
つ

に
分
類
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
費
目
の
羅
列
だ
け
で
明
確
に
定
義
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
（
甲
）
が
、
新
た
に
（
甲
）
国
費
負
担
の
「
中
央
政
府
ノ
政
務
上
ヨ
リ
生
ス

ル
費
用
ニ
シ
テ
、
全
国
人
民
之
カ
支
出
ノ
義
務
ヲ
負
ハ
サ
ル
ヲ
得
サ
ル
モ
ノ
」

と
（
丙
）「
府
県
内
一
般
ノ
公
同
費
用
ナ
レ
共
、
民
力
ノ
保
養
ヲ
謀
リ
、
国
費

ヲ
以
テ
補
助
ス
ル
モ
ノ
」
に
分
け
ら
れ
た
。
次
節
で
述
べ
る
よ
う
に
、
府
県
庁

舎
営
繕
費
は
（
丙
）
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
明
白
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
彼

は
国
事
委
任
事
務
と
、
府
県
の
公
共
団
体
性
か
ら
生
じ
る
事
務
を
区
別
し
た
上

で
、
後
者
を
地
方
税
で
負
担
す
べ
き
と
い
う
理
念
を
温
存
し
つ
つ
、
民
力
保
養

の
た
め
に
国
費
で
支
給
さ
れ
て
い
る
現
状
を
「
国
庫
補
助
」
と
称
し
て
い
た
。

　

そ
の
「
国
庫
補
助
」
概
念
の
生
成
は
、
大
蔵
省
の
関
与
も
あ
っ
た
と
推
測
で

き
る
。
明
治
十
年
十
月
、
大
蔵
省
検
査
局
長
安
藤
就
高
は
、
一
定
範
囲
内
の
支

出
と
税
収
入
を
対
応
さ
せ
る
原
則
の
も
と
に
、「
府
県
費
制
設
定
ニ
関
シ
太
政

官
ヘ
伺
案
）
82
（

」
を
作
成
し
た
。
そ
こ
に
は
内
務
省
案
の
「
国
費
」、「
民
費
（
地
方

税
）」、「
協
議
費
」
に
対
応
す
る
「
国
税
」、「
府
県
税
」、「
区
税
」
の
財
政
体

系
が
提
示
さ
れ
、
庁
費
、
囚
獄
懲
役
費
、
営
繕
費
、
恩
賜
、
賑
恤
な
ど
当
時
官

費
負
担
の
費
目
が
、
府
県
税
費
目
と
し
て
規
定
さ
れ
、「
若
シ
（
府
県
税
）
収

額
不
足
ス
ル
モ
ノ
ア
レ
ハ
、
一
時
国
税
ヲ
以
テ
補
助
ス
ル
ノ
権
法
ヲ
設
ケ
」
て

漸
次
施
行
す
る
こ
と
も
言
及
さ
れ
て
い
た
。
大
蔵
省
案
は
、
内
務
省
案
と
似
て

は
い
て
も
、
あ
く
ま
で
財
政
制
度
の
健
全
化
を
目
指
す
も
の
で
あ
り
、
地
方
自

治
の
論
理
は
薄
か
っ
た
。
し
か
し
後
述
す
る
よ
う
に
、
大
蔵
省
内
の
そ
の
よ
う

な
意
見
の
存
在
は
、
の
ち
府
県
庁
舎
営
繕
費
の
地
方
税
化
の
実
現
に
、
大
き
な

影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。

（
三
）
三
新
法
審
議
の
な
か
の
府
県
庁
舎
営
繕
費

　
「
大
久
保
上
申
書
」
か
ら
一
歩
進
ん
だ
形
で
、
三
新
法
の
地
方
官
会
議
で
の

審
議
原
案
は
、
庁
舎
営
繕
費
を
地
方
税
費
目
の
第
一
項
と
し
て
掲
げ
た
。
四
月

二
十
二
日
の
議
案
説
明
会
に
お
い
て
、
松
田
が
口
頭
で
「
地
方
ノ
費
用
地
方
税

ヲ
以
テ
支
弁
ス
ヘ
キ
者
国
費
之
ヲ
補
助
ス
ル
者
ア
リ
、
即
チ
府
県
庁
舎
建
築
修

繕
費
、
府
県
庁
費
、
警
察
費
、
土
木
費
、
学
校
費
是
ナ
リ
」
と
説
明
し
た
後
、

福
岡
県
令
渡
辺
清
は
「
府
県
庁
舎
建
築
修
繕
費
ハ
従
来
官
費
ヲ
以
テ
支
給
シ
タ

ル
ヲ
、
今
後
之
ヲ
地
方
税
ニ
テ
支
給
ス
ヘ
キ
モ
ノ
ト
シ
、
府
県
官
員
ノ
月
給
旅

費
ハ
猶
ホ
之
ヲ
官
ヨ
リ
出
ス
モ
ノ
ト
ス
ル
ハ
如
何
ナ
ル
理
由
ア
リ
テ
、
其
区
分

ヲ
為
シ
タ
ル
ヤ
」
と
質
問
し
た
。
対
し
て
松
田
は
「
役
場
ヲ
全
国
ニ
三
十
幾
所

ト
分
設
シ
、
以
テ
其
地
方
ニ
便
ニ
ス
ル
コ
ト
ナ
レ
ハ
、
其
建
築
費
ハ
地
方
税
ヲ

以
テ
支
弁
ス
可
キ
ナ
リ
。
官
吏
ノ
月
給
旅
費
ハ
中
央
行
政
部
ヨ
リ
派
出
ス
ル
モ
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ノ
ナ
レ
ハ
、
其
費
用
ハ
即
チ
国
庫
ヨ
リ
支
給
ス
ル
ナ
リ
」
と
答
え
て
い
た
）
83
（

。
法

案
に
は
明
言
さ
れ
て
い
な
い
も
の
の
、
府
県
官
員
給
料
と
府
県
庁
舎
営
繕
費
の

性
格
と
が
区
別
さ
れ
て
お
り
、
府
県
官
員
は
中
央
政
府
の
出
先
た
る
「
行
政
区

画
」
と
し
て
の
府
県
に
属
す
べ
き
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
府
県
庁
舎
ひ
い
て

は
府
県
の
行
政
機
構
は
地
域
に
立
脚
す
る
「
住
民
社
会
独
立
の
区
画
」
と
し
て

の
府
県
に
属
す
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
よ
う
な
認
識
を
、
松
田
は
持
っ
て
い
た

の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　

し
か
し
彼
は
、
そ
う
い
っ
た
認
識
を
地
方
官
に
共
有
さ
せ
る
こ
と
に
失
敗
し

た
。
四
月
三
十
日
の
地
方
税
費
目
の
逐
条
審
議
の
冒
頭
で
、
山
梨
県
令
藤
村
紫

朗
よ
り
出
さ
れ
た
府
県
庁
舎
営
繕
費
を
削
除
す
る
動
議
が
、
三
十
二
名
（
全
部

三
十
六
名
）
の
圧
倒
的
多
数
で
可
決
さ
れ
た
。
地
方
官
た
ち
の
、
た
と
え
将
来

的
な
可
能
性
で
あ
る
と
し
て
も
地
方
財
政
負
担
の
増
加
を
断
固
拒
否
す
る
姿
勢

の
背
後
に
は
、「
中
央
政
府
ガ
施
政
ノ
為
メ
ニ
官
吏
ヲ
置
キ
、
権
限
ヲ
分
チ
タ

ル
政
庁
ナ
レ
ハ
、
其
庁
費
ハ
素
ヨ
リ
国
庫
ヨ
リ
支
出
ス
ヘ
キ
理
ナ
リ
）
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」
と
い
う

認
識
が
な
お
根
強
く
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

そ
の
後
五
月
二
十
九
日
の
元
老
院
審
議
に
お
い
て
、
議
官
の
田
中
不
二
麿
は
、

府
県
庁
舎
営
繕
費
の
地
方
税
費
目
へ
の
復
活
を
提
案
し
た
。「
抑
地
方
官
ハ
其

土
地
人
民
ヲ
保
護
管
轄
ス
ル
ノ
職
掌
ニ
シ
テ
、
之
レ
カ
庁
舎
ノ
建
築
修
繕
等
及

ヒ
庁
中
ノ
諸
費
ハ
其
地
方
ノ
税
ヨ
リ
支
弁
ス
ル
ヲ
正
理
ト
ス
」
と
い
う
意
見
は
、

松
田
の
論
理
に
通
ず
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
が
、
主
語
が
地
方
官
に
置
か
れ
た
せ

い
か
、「
地
方
ノ
事
務
ヲ
管
理
ス
ル
故
ニ
地
方
税
ヨ
リ
出
ス
モ
ノ
ト
セ
ハ
、
知

事
県
令
県
官
ノ
俸
給
ヨ
リ
一
切
地
方
税
ニ
テ
支
弁
ス
ル
者
ト
ス
ル
」
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
と
い
う
佐
野
常
民
の
指
摘
を
受
け
、
議
論
が
一
気
に
地
方
官
の

性
格
の
方
へ
流
さ
れ
て
し
ま
っ
た
。
結
局
賛
成
者
は
一
人
し
か
い
な
く
、
田
中

の
提
案
は
あ
っ
け
な
く
否
決
さ
れ
た
）
85
（

。

　

た
だ
し
、「
国
庫
補
助
」
概
念
自
体
は
消
え
た
わ
け
で
は
な
く
、
そ
の
後
も

伏
流
と
化
し
政
府
内
に
存
在
し
続
け
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
国
家
財
政
の
危
機

が
再
び
到
来
し
た
明
治
十
三
年
九
月
、
大
隈
、
伊
藤
両
参
議
が
連
名
し
て
「
財

政
更
革
ノ
儀
）
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」
と
い
う
意
見
書
を
提
出
し
、
三
新
法
の
審
議
中
に
一
旦
は
完
全

に
否
定
さ
れ
て
い
た
、
府
県
庁
舎
営
繕
費
は
「
本
来
地
方
税
ノ
支
弁
ニ
属
シ
至

当
ナ
ル
費
途
ニ
シ
テ
…
地
方
税
ノ
補
助
ト
シ
テ
国
庫
ヨ
リ
支
出
ス
ル
モ
ノ
」
と

い
う
「
国
庫
補
助
」
論
が
再
提
起
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
、
同
意
見
書
に

基
づ
い
た
太
政
官
第
四
十
八
号
布
告
の
発
布
に
よ
っ
て
、
府
県
庁
舎
営
繕
費
は
、

監
獄
費
、
監
獄
営
繕
費
と
と
も
に
、
正
式
に
地
方
税
化
さ
れ
た
）
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。

お
わ
り
に

　

本
稿
は
、
三
新
法
成
立
ま
で
の
府
県
庁
舎
営
繕
の
制
度
変
遷
及
び
営
繕
の
実

態
を
検
討
し
た
。
本
稿
で
明
ら
か
に
し
え
た
事
実
は
、
以
下
の
よ
う
に
ま
と
め

ら
れ
る
。

　

明
治
ゼ
ロ
年
代
の
府
県
庁
舎
営
繕
は
、
官
費
と
民
費
に
よ
っ
て
重
層
的
に
負

担
さ
れ
て
お
り
、
営
繕
に
あ
た
っ
て
主
務
省
の
許
可
が
必
要
と
さ
れ
て
い
た
。

地
方
官
は
そ
の
許
可
を
得
る
た
め
に
、
庁
舎
の
手
狭
、
老
朽
、
行
政
機
能
に
合

わ
な
い
な
ど
物
理
的
な
理
由
の
ほ
か
、
庁
舎
の
持
つ
象
徴
的
な
意
義
を
強
調
し



三
新
法
成
立
ま
で
の
「
府
県
」
の
位
置
づ
け

（489）856

て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
不
可
視
な
府
県
行
政
を
可
視
化
さ
せ
る
庁
舎
は
、
国
家

の
先
進
性
と
権
威
性
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
、
府
県
権
力
の
根
拠
を
示
す
も
の
と

し
て
期
待
さ
れ
て
い
た
。
一
方
、
中
央
政
府
の
国
家
歳
出
を
抑
制
し
よ
う
と
す

る
志
向
に
対
し
、
規
則
外
の
民
費
徴
収
や
献
金
に
よ
る
官
費
の
節
約
も
、
し
ば

し
ば
府
県
の
営
繕
上
申
に
お
い
て
強
調
さ
れ
て
い
た
。
こ
う
し
て
、「
官
」
の

体
裁
を
維
持
す
る
た
め
に
「
民
力
」
に
頼
る
し
か
な
い
と
い
う
ジ
レ
ン
マ
が
生

じ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
根
源
は
、
む
ろ
ん
官
民
費
重
層
負
担
の
制
度
規
定
、

ひ
い
て
は
国
家
財
政
の
貧
弱
に
あ
っ
た
と
指
摘
で
き
る
。

　

地
方
官
の
営
繕
上
申
に
対
し
、
大
蔵
省
は
国
家
歳
出
の
抑
制
を
第
一
義
と
し
、

地
方
官
に
よ
る
民
力
の
利
用
を
黙
認
し
て
い
た
が
、
民
力
養
成
を
建
省
理
念
と

す
る
内
務
省
は
、
異
な
る
対
応
を
見
せ
て
い
た
。
内
務
省
は
、
官
民
費
重
層
負

担
の
論
理
的
な
根
拠
と
し
て
、
府
県
庁
舎
が
官
庁
で
あ
り
な
が
ら
住
民
保
護
の

役
割
も
果
た
し
て
い
る
こ
と
を
主
張
し
、
規
則
外
の
民
費
負
担
や
献
金
の
拠
出

に
住
民
一
同
の
協
議
及
び
そ
の
上
の
合
意
を
行
政
許
可
の
必
要
条
件
と
し
、
地

方
官
の
勝
手
な
行
動
を
抑
制
し
よ
う
と
し
て
い
た
。
そ
の
よ
う
に
、
中
央
政
府
、

府
県
、
府
県
住
民
の
関
係
性
は
、「
官
」「
民
」
二
元
的
な
対
立
構
図
を
用
い
て

説
明
し
き
れ
な
い
、
複
雑
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
従
来

「
官
」
と
し
て
一
括
さ
れ
て
い
た
府
県
は
、
中
央
政
府
と
構
造
的
に
区
別
さ
れ

る
必
要
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
官
」
の
体
裁
を
維
持
す
る
の
に
「
民
力
」
に
頼
る
し
か
な
い
と
い
う
ジ
レ

ン
マ
を
解
消
す
る
た
め
、
府
県
庁
舎
営
繕
費
は
一
旦
全
官
費
負
担
と
な
っ
た
が
、

三
新
法
の
立
法
過
程
で
は
そ
の
地
方
税
化
が
試
み
ら
れ
て
、
失
敗
し
た
も
の
の
、

や
が
て
実
現
で
き
た
。
法
案
の
審
議
過
程
に
展
開
さ
れ
た
庁
舎
営
繕
や
府
県
の

性
格
を
め
ぐ
る
議
論
は
、
前
述
し
た
内
務
省
の
府
県
へ
の
対
応
と
共
通
す
る
部

分
が
あ
っ
た
。
先
行
研
究
で
明
ら
か
に
さ
れ
た
松
田
道
之
の
制
度
構
想
に
は
、

内
務
省
で
の
府
県
行
政
の
実
経
験
も
組
み
込
ま
れ
て
い
た
可
能
性
も
十
分
考
え

ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

　

庁
舎
営
繕
費
の
地
方
税
化
に
つ
い
て
は
、
財
政
負
担
の
移
譲
だ
け
を
見
る
場

合
、
地
方
自
治
研
究
の
通
説
が
指
摘
し
た
三
新
法
の
「
地
方
財
政
収
奪
を
安
定

的
に
強
化
す
る
こ
と
を
目
的
）
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」
と
し
て
い
る
一
面
も
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
し

か
し
、
庁
舎
営
繕
が
府
県
の
「
公
同
」
事
務
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
こ
と
は
、

府
県
庁
舎
が
中
央
省
庁
の
「
官
舎
」
と
同
質
な
も
の
で
は
な
く
な
っ
た
こ
と
を

意
味
す
る
。
そ
の
庁
舎
の
な
か
に
収
容
さ
れ
て
い
た
府
県
権
力
も
、
論
理
上
、

「
官
」
の
出
先
と
異
な
る
性
質
を
持
つ
可
能
性
が
生
じ
た
。
ま
た
現
実
に
お
い

て
は
、
府
県
権
力
を
可
視
化
さ
せ
た
庁
舎
が
地
方
税
で
負
担
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
場
合
、
庁
舎
の
「
官
」
と
し
て
の
体
裁
を
維
持
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
府

県
権
力
を
権
威
付
け
す
る
こ
と
は
も
は
や
期
待
で
き
な
く
な
っ
た
。
府
県
住
民

に
対
し
、
庁
舎
ひ
い
て
は
府
県
権
力
の
性
格
変
化
も
、
否
応
な
く
要
求
さ
れ
る

よ
う
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
三
新
法
体
制
下
に
お
け
る
、
府
県
庁
舎
の
性
格
、
及

び
中
央
政
府
、
府
県
、
府
県
住
民
の
関
係
性
を
め
ぐ
る
そ
う
し
た
せ
め
ぎ
あ
い

と
、
そ
の
帰
結
に
つ
い
て
は
、
別
稿
に
譲
り
た
い
。

注

（
1
）　

大
島
太
郎
『
日
本
地
方
行
財
政
史
序
説
』（
未
来
社
、
一
九
六
八
年
）
五
〇
頁
。
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（
2
）　

大
江
志
乃
夫
『
明
治
国
家
の
成
立
│
│
天
皇
制
成
立
史
序
説
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

一
九
五
九
年
）、
大
石
嘉
一
郎
『
日
本
地
方
財
行
政
史
序
説
』（
御
茶
の
水
書
房
、
一
九

六
一
年
）、
大
島
美
津
子
『
明
治
国
家
と
地
域
社
会
』（
岩
波
書
店
、
一
九
九
四
年
）
な

ど
が
あ
る
。
そ
の
後
、
渡
辺
隆
喜
『
明
治
国
家
形
成
と
地
方
自
治
』（
吉
川
弘
文
館
、

二
〇
〇
一
年
）
に
お
い
て
は
、
各
地
民
会
の
実
態
が
検
証
さ
れ
て
い
る
。

（
3
）　

奥
村
弘
「「
近
代
日
本
」
認
識
の
方
法
と
し
て
の
国
民
国
家
論
と
地
方
自
治
」（『
人

民
の
歴
史
学
』
一
二
六
、
一
九
九
六
年
）。

（
4
）　

奥
村
弘
「
三
新
法
体
制
の
歴
史
的
位
置
│
│
国
家
の
地
域
編
成
を
め
ぐ
っ
て
│
│
」

（『
日
本
史
研
究
』
二
九
〇
、
一
九
八
六
年
）、
松
沢
裕
作
『
明
治
地
方
自
治
体
制
の
起

源
│
│
近
世
社
会
の
危
機
と
制
度
変
容
』（
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
九
年
）
が
代

表
的
で
あ
る
。

（
5
）　

亀
卦
川
浩
『
自
治
五
十
年
史　

制
度
篇
』（
良
書
普
及
会
、
一
九
四
〇
年
）
一
九
頁
。

（
6
）　

西
川
誠
「
明
治
零
年
代
の
地
方
経
営
に
関
す
る
覚
書
」（
伊
藤
隆
編
『
日
本
近
代
史

の
再
構
築
』
山
川
出
版
社
、
一
九
九
三
年
）、
柏
原
洋
太
「
明
治
初
期
の
地
方
官
の
権

限
と
地
方
税
」（『
日
本
歴
史
』
七
九
三
、
二
〇
一
四
年
）。

（
7
）　

山
田
公
平
『
近
代
日
本
の
国
民
国
家
と
地
方
自
治
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
、
一
九

九
一
年
）。

（
8
）　

湯
川
文
彦
「
三
新
法
の
原
型
│
│
松
田
道
之
の
地
方
制
度
構
想
を
中
心
に
│
│
」

（『
史
学
雑
誌
』
一
二
四
（
七
）、
二
〇
一
五
年
）。

（
9
）　

石
田
潤
一
郎
『
都
道
府
県
庁
舎
│
│
そ
の
建
築
史
的
考
察
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九

九
三
年
）。

（
10
）　
「
府
県
庁
唱
方
ノ
儀
伺
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
公
文
録
・
明
治
元
年
・
第
三
十
七

巻
」）。

（
11
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
三
年
、
第
八
十
二
。

（
12
）　
「
公
文
録
」
所
収
の
各
藩
伺
を
確
認
し
た
と
こ
ろ
、
明
治
二
年
十
月
か
ら
翌
年
五
月

ま
で
、
十
二
藩
の
申
請
が
行
わ
れ
、
許
可
も
さ
れ
て
い
た
。

（
13
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
三
年
、
第
六
百
六
十
三
、
第
六
百
六
十
七
。

（
14
）　
「
県
官
人
員
並
常
備
金
規
則
」（『
法
令
全
書
』
明
治
二
年
、
第
六
百
七
十
六
）。

（
15
）　
「
府
県
常
備
金
規
則
説
明
」（『
法
令
全
書
』
明
治
二
年
、
第
千
百
十
二
）。

（
16
）　

同
日
発
布
さ
れ
た
太
政
官
無
号
達
（「
府
庁
創
立
修
繕
費
等
従
前
悉
皆
官
給
候
処
、

向
後
各
県
同
様
創
立
ハ
三
分
ノ
一
ヲ
官
給
シ
、
残
三
分
二
並
修
繕
費
ハ
民
費
ヲ
以
テ
可

取
計
」）
か
ら
推
測
で
き
る
。

（
17
）　

前
掲
『
都
道
府
県
庁
舎
：
そ
の
建
築
史
的
考
察
』
一
六
〜
一
九
頁
。

（
18
）　

大
内
兵
衛
、
土
屋
喬
雄
編
『
明
治
前
期
財
政
経
済
史
料
集
成
・
第
三
巻　

大
蔵
省
沿

革
志　

下
』（
原
書
房
、
一
九
七
八
年
）
三
一
〇
〜
三
一
五
頁
の
記
述
に
よ
る
。
た
だ
し
、

改
正
案
で
は
、
三
府
及
び
開
港
場
の
あ
る
県
は
、
外
人
応
接
所
な
ど
の
機
能
が
必
要
で

あ
っ
た
た
め
、
例
外
と
さ
れ
て
い
た
。

（
19
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
四
年
、
大
蔵
省
第
百
十
一
。

（
20
）　

実
務
上
、
大
規
模
な
増
築
、
模
様
替
え
、
ま
た
は
移
築
、
買
い
上
げ
な
ど
は
新
築
と

同
様
に
、「
一
官
二
民
」
の
費
用
負
担
方
法
が
適
用
さ
れ
て
い
た
。
な
お
、
庁
舎
新
築

以
外
の
敷
地
の
整
備
、
倉
庫
の
増
設
な
ど
は
除
外
し
た
。

（
21
）　
「
本
府
庁
造
営
及
ヒ
学
校
設
立
并
僧
徒
ヲ
以
テ
説
教
セ
シ
ム
ル
儀
伺
」（「
公
文
録
・

明
治
元
年
・
第
五
十
巻
」）。

（
22
）　
「
工
部
省
ヲ
幸
橋
内
東
京
府
庁
ヘ
移
シ
府
庁
ヲ
常
盤
橋
内
元
津
県
邸
ヘ
移
ス
尋
テ
取

消
」（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
太
政
類
典
・
第
二
編
・
第
百
三
巻
」）。

（
23
）　

明
治
五
年
三
月
栃
木
県
上
申
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
栃
木
県
史
料
・
政
治
部
・
工

業
一
」）。

（
24
）　
「
熊
本
藩
庁
引
移
候
儀
ニ
付
テ
ノ
願
」（
熊
本
県
議
会
事
務
局
編
『
熊
本
県
議
会
史
・

第
一
巻
』
熊
本
県
議
会
、
一
九
六
三
年
、
二
六
一
頁
）。

（
25
）　

明
治
五
年
七
月
二
十
五
日
福
岡
県
上
申
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
福
岡
県
史
稿
・
県

治
一
」）。

（
26
）　
「
大
坂
府
庁
新
建
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
五
年
・
第
二
十
六
巻
」）。

（
27
）　
「
県
庁
新
規
洋
製
建
築
ニ
付
別
紙
廉
々
絵
図
面
仕
様
幷
内
訳
帳
相
添
奉
伺
候
書
付
」

（
前
掲
「
栃
木
県
史
料
・
政
治
部
・
工
業
一
」）。

（
28
）　

勝
田
政
治
『
内
務
省
と
明
治
国
家
形
成
』（
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
一
四
二
頁
。

（
29
）　

前
掲
『
大
蔵
省
沿
革
志　

下
』
三
一
五
頁
。
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（
30
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
七
年
、
太
政
官
第
百
六
号
、
第
百
十
一
号
達
、
内
務
省
乙
第
五

十
四
号
達
。

（
31
）　

明
治
六
年
一
月
九
日
の
旧
城
存
廃
の
決
定
を
受
け
、
一
部
府
県
は
庁
舎
の
城
外
移
転

を
図
っ
た
が
、
明
治
七
年
一
月
ま
で
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
新
川
県
、
愛
知
県
、
京
都

府
、
豊
岡
県
、
飾
磨
県
、
和
歌
山
県
、
島
根
県
、
山
口
県
、
愛
媛
県
、
福
岡
県
、
鹿
児

島
県
の
庁
舎
は
、
な
お
存
城
内
に
置
か
れ
て
い
た
（
森
山
英
一
『
明
治
維
新
・
廃
城
一

覧
』、
新
人
物
往
来
社
、
一
九
八
九
年
）。

（
32
）　

無
断
に
新
築
し
た
宮
崎
県
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
宮
崎
県
史
・
上
・
政
治
部
」）、

新
築
を
願
い
出
た
香
川
県
（「
香
川
県
庁
新
築
伺
」、「
公
文
録
・
明
治
九
年
・
第
百
十

巻
」）
は
、
と
も
に
「
幾
度
か
の
廃
合
の
後
、
庁
舎
の
新
築
は
県
域
の
最
終
確
定
を
意

味
し
、
県
治
の
安
定
に
つ
な
が
る
」
と
い
う
理
屈
を
も
っ
て
内
務
省
を
説
得
し
て
い
た
。

（
33
）　

例
え
ば
、
明
治
四
年
十
二
月
の
成
立
時
に
県
庁
を
一
関
か
ら
登
米
へ
移
し
た
水
沢
県

は
、
位
置
の
偏
在
や
交
通
の
不
便
を
理
由
と
し
て
、
明
治
六
年
十
一
月
に
宮
城
県
と
の

管
轄
地
交
換
及
び
石
巻
へ
の
県
庁
移
転
、
翌
年
七
月
に
一
関
へ
の
県
庁
復
帰
を
願
い
出

た
。
ま
た
、
前
章
で
例
と
し
て
挙
げ
た
熊
本
県
も
、
事
務
上
の
不
便
を
理
由
に
、
県
庁

を
熊
本
城
下
に
戻
す
こ
と
を
三
回
も
上
申
し
た
（「
飾
磨
県
外
二
県
移
庁
ノ
儀
ニ
付
伺

并
飾
磨
県
仮
庁
取
設
届
共
」、「
公
文
録
・
明
治
八
年
・
第
百
八
巻
」）。

（
34
）　
「
府
県
庁
移
転
並
分
合
等
施
行
方
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
八
年
・
第
九
十
五
巻
」）。

（
35
）　

前
掲
「
飾
磨
県
外
二
県
移
庁
ノ
儀
ニ
付
伺
并
飾
磨
県
仮
庁
取
設
届
共
」。

（
36
）　
「
福
岡
県
移
庁
ノ
儀
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
八
年
・
第
百
二
十
二
巻
」）。

（
37
）　

徳
川
林
政
史
研
究
所
所
蔵
・
愛
知
県
庁
文
書
（
愛
知
県
立
公
文
書
館
に
あ
る
複
写
本

を
参
照
）「
内
務
省
指
令
」
Ｘ
│
二
二
│
二
・
件
名
九
十
三
。

（
38
）　

岩
手
県
文
書
保
存
庫
所
蔵
・
岩
手
県
永
年
保
存
文
書
「
官
省
指
令
簿
」（
Ｍ
八
│
一

一
）。

（
39
）　
「
府
県
庁
移
転
ノ
儀
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
八
年
・
第
百
三
十
二
巻
」）。

（
40
）　

三
重
県
は
関
係
時
期
の
史
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
検
証
で
き
な
い
が
、
前
掲
岩

手
県
永
年
保
存
文
書
「
官
省
指
令
簿
」（
Ｍ
八
│
一
一
）
に
明
治
八
年
四
月
十
四
日
付

の
再
上
申
が
残
さ
れ
て
い
る
。

（
41
）　

同
右
。

（
42
）　

愛
知
県
庁
文
書
「
内
務
省
指
令
」
Ｘ
│
二
二
│
四
・
件
名
三
三
。

（
43
）　

前
掲
『
都
道
府
県
庁
舎
：
そ
の
建
築
史
的
考
察
』
六
四
頁
、
前
掲
『
内
務
省
と
明
治

国
家
形
成
』
一
六
〇
頁
。

（
44
）　
「
各
地
方
区
画
等
改
正
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
九
年
・
第
百
十
七
巻
」）。

（
45
）　
「
庶
務
局
処
務
順
序
」（『
法
規
分
類
大
全
』
第
一
編
第
一
一
巻
・
官
職
門
九
・
内
務

省
二
、
二
六
七
頁
）。

（
46
）　

庁
舎
だ
け
を
規
制
す
る
「
規
則
」
と
異
な
り
、
庁
舎
を
含
む
府
県
の
営
繕
事
務
を
一

括
し
て
規
制
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
、
石
高
に
よ
る
規
制
を
廃
し
、
府
県
の
重
要

性
、
材
料
費
、
人
件
費
に
応
じ
て
、
三
つ
の
坪
あ
た
り
の
単
価
を
設
け
、
府
県
の
実
際

状
況
に
対
応
し
や
す
い
方
法
を
取
っ
て
い
た
。

（
47
）　
「
府
県
新
営
等
費
用
坪
当
標
準
内
規
設
置
方
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
九
年
・
第
百
十

巻
」）。

（
48
）　
「
福
岡
県
外
四
県
県
庁
其
他
新
営
ノ
儀
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
九
年
・
第
百
十
巻
」）。

（
49
）　
「
飾
磨
県
庁
建
築
費
及
ヒ
費
用
ノ
内
ヘ
献
金
処
分
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
九
年
・
第

百
十
巻
」）。

（
50
）　

愛
知
県
庁
文
書
「
内
務
省
指
令
」
Ｘ
│
二
二
│
二
・
件
名
三
十
八
。

（
51
）　

献
金
に
つ
い
て
、
前
述
水
沢
県
、
三
重
県
の
ほ
か
、
次
に
検
討
す
る
飾
磨
県
、
長
崎

県
、
山
形
県
、
山
梨
県
か
ら
も
似
た
よ
う
な
上
申
が
出
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
、
愛
知
県

は
賦
金
や
不
用
の
建
物
の
払
下
げ
代
（
同
注（
20
））、
堺
県
は
常
備
金
の
節
約
分
（
国

立
公
文
書
館
所
蔵
「
大
坂
府
史
・
旧
堺
県
・
政
治
部
・
県
治
」）
の
流
用
を
上
申
し
た
が
、

い
ず
れ
も
当
時
の
規
定
に
反
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

（
52
）　

前
掲
「
飾
磨
県
庁
建
築
費
及
ヒ
費
用
ノ
内
ヘ
献
金
処
分
伺
」。

（
53
）　
「
旧
飾
磨
県
庁
新
築
費
官
費
仕
払
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
十
年
・
第
四
十
二
巻
」）。

（
54
）　

旧
品
川
県
（
国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
大
蔵
省
考
課
状
」
其
三
冊
ノ
二
・
土
木
寮
、
明

治
五
年
三
月
第
五
十
三
号
）、
旧
石
巻
県
（
同
其
三
冊
ノ
一
・
土
木
寮
、
明
治
六
年
二

月
第
五
十
号
）
な
ど
の
事
例
が
あ
る
。

（
55
）　
「
長
崎
県
庁
新
築
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
六
年
・
第
百
四
十
八
巻
」）。
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（
56
）　

長
崎
県
庁
文
書
「
明
治
七
年　

庶
務
課
事
務
簿　

官
省
往
翰
」（
一
四　

一
八
九
│

三　

一
）。

（
57
）　

長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
所
蔵
・
長
崎
県
庁
文
書
「
九
年
宮
川
県
令
奉
職
中　

上
局
書

類　

文
書
課
」（
一
四　

六
三
一
│
一
）
の
な
か
に
、
そ
の
よ
う
な
現
状
を
指
摘
し
た

属
官
の
建
白
書
が
複
数
見
ら
れ
る
。

（
58
）　
「
長
崎
県
々
庁
再
築
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
八
年
・
第
百
二
巻
」）。

（
59
）　

長
崎
県
庁
文
書
「
明
治
八
年
（
自
九
月
至
十
二
月
）
土
木
課
事
務
簿　

官
省
進
達
並

往
復
留　

第
三
」（
十
六　

二
十
四
│
四　

三
）。

（
60
）　

長
崎
県
庁
文
書
「
明
治
八
年
七
月
ヨ
リ　

県
庁
再
築
費
許
可
物
」（
一
四　

二
一
〇

│
四
）。

（
61
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
八
年
、
内
務
省
乙
第
百
二
十
六
号
達
。

（
62
）　

長
崎
県
庁
文
書
「
明
治
九
年
（
自
一
月
至
四
月
）
土
木
課
事
務
簿　

官
省
進
達
並
往

復
留　

第
一
」（
一
六　

二
八
│
四　

一
）。

（
63
）　

管
見
の
限
り
、
石
田
氏
の
研
究
や
三
島
の
伝
記
物
に
書
か
れ
て
い
る
内
容
は
、
山
形

県
議
会
編
纂
『
山
形
県
議
会
八
十
年
史
・
一　

明
治
篇
』（
山
形
県
議
会
、
一
九
六
一
年
）

の
記
述
に
依
拠
し
て
お
り
、
主
に
人
夫
徴
発
の
実
態
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。

（
64
）　
「
県
庁
新
築
之
儀
ニ
付
伺
」（
国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
三
島
通
庸
関
係

文
書
」
四
八
二
│
三
八
）。

（
65
）　
「
山
形
県
々
庁
新
築
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
十
年
・
第
二
十
七
巻
」）。

（
66
）　
「
県
庁
建
築
等
人
民
苦
情
多
シ
」（「
三
島
通
庸
関
係
文
書
」
四
七
七
│
五
、「
山
形
県

一
条
聞
書
」、
明
治
十
年
一
月
廿
四
日
）、「
県
庁
新
築
ノ
挙
並
献
金
取
上
方
の
件
」（「
三

島
通
庸
関
係
文
書
」
四
七
七
│
九
、「
県
政
紛
争
諸
件
報
告
綴
」）。
後
者
は
内
務
省
罫

紙
に
書
か
れ
て
お
り
、
ま
た
山
形
県
の
上
申
に
対
す
る
内
務
省
指
令
の
内
容
が
正
確
的

に
把
握
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
か
ら
、
密
偵
の
情
報
に
基
づ
い
て
後
日
省
内
で
作
成
さ
れ

た
も
の
で
は
な
い
か
と
推
測
で
き
る
。

（
67
）　
「
三
島
通
庸
関
係
文
書
」
二
〇
五
│
二
。

（
68
）　

な
お
、
通
説
で
は
、
最
終
的
な
新
築
費
は
二
万
千
円
で
あ
っ
て
、
官
費
も
四
千
五
百

八
十
五
円
ま
で
増
や
さ
れ
た
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
最
初
の
出
典
は
明
治
十
六
年
十

一
月
十
七
日
付
の
『
山
形
新
聞
』
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
し
、
中
央
政
府
側
の

史
料
に
増
額
の
記
録
が
見
当
た
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
増
額
が
実
現
し
た
と
い
う
よ
り
、

県
内
の
ほ
か
の
費
目
か
ら
予
算
が
流
用
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

一
時
的
か
も
し
れ
な
い
が
県
側
が
「
困
却
」
を
感
じ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
内
務
省
の
指

令
が
一
定
の
抑
制
力
を
も
っ
て
い
た
と
本
稿
は
主
張
し
た
い
。

（
69
）　

明
治
八
年
六
月
「
租
税
之
議
ニ
属
ス　

第
四　

営
繕
費
論　

福
島
県
」（
国
立
公
文

書
館
所
蔵
「
単
行
書
・
建
議
及
所
見
陳
述
書
類
」）。

（
70
）　

明
治
八
年
六
月
「
民
費
出
金
ノ
定
度
方
法
ヲ
立
チ
及
民
費
ノ
称
ヲ
更
正
ス
ル
建
議
」

（
我
部
政
男
、
広
瀬
順
晧
、
西
川
誠
編
『
明
治
前
期
地
方
官
会
議
史
料
集
成
』（
第
二
期

第
一
巻
、
柏
書
房
、
一
九
九
七
年
、
三
一
八
〜
三
一
九
頁
）。

（
71
）　

國
學
院
大
學
図
書
館
所
蔵
「
梧
陰
文
庫
」
Ｂ
│
一
四
三
二
。

（
72
）　
「
梧
陰
文
庫
」
Ｂ
│
一
二
八
六
。
本
史
料
の
作
成
時
期
推
定
は
渡
邉
直
子
「「
地
方
税
」

の
創
出
│
│
三
新
法
体
制
下
の
土
木
費
負
担
」（
高
村
直
助
編
『
道
と
川
の
近
代
』
山

川
出
版
社
、
一
九
九
六
年
）
を
参
考
し
た
。

（
73
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
十
年
、
太
政
官
第
一
、
第
二
号
布
告
。

（
74
）　
「
地
方
庁
費
并
官
舎
建
築
修
繕
費
等
官
費
ニ
改
定
伺
」（「
公
文
録
・
明
治
十
年
・
第

十
九
巻
」）。

（
75
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
十
年
二
月
二
十
四
日
、
太
政
官
第
二
十
八
号
達
。

（
76
）　

国
立
国
会
図
書
館
憲
政
資
料
室
所
蔵
「
井
上
馨
文
書
」
六
五
九
│
九
。

（
77
）　

滋
賀
県
庁
県
政
史
料
室
所
蔵
・
滋
賀
県
庁
文
書
「
松
田
県
令
建
議
類
集
」
明
う
一
七

三
。

（
78
）　

国
税
庁
税
務
大
学
校
租
税
資
料
室
編
・
刊
『
関
義
臣
文
書
・
地
租
改
正
方
法
草
案
』

（
一
九
九
三
年
）
七
三
〜
七
五
頁
。

（
79
）　

板
垣
哲
夫
「
大
久
保
内
務
卿
期
（
明
治
六
年
一
一
月
〜
一
一
年
五
月
）
に
お
け
る
内

務
省
官
僚
」（
近
代
日
本
研
究
会
編
『
幕
末
・
維
新
の
日
本
』
年
報
・
近
代
日
本
研
究
三
、

山
川
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）。

（
80
）　
「
梧
陰
文
庫
」
Ｂ
│
一
四
一
二
。

（
81
）　
「
梧
陰
文
庫
」
Ｂ
│
一
一
二
三
。
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（
82
）　

早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
「
大
隈
文
書
」
イ
一
四　

Ａ
二
四
九
二
。

（
83
）　

前
掲
『
明
治
前
期
地
方
官
会
議
史
料
集
成
』（
第
二
期
第
四
巻
、
柏
書
房
、
一
九
九

七
年
）
一
九
七
頁
。

（
84
）　

同
右
、
二
百
九
十
五
〜
二
百
九
十
六
頁
。

（
85
）　

国
立
公
文
書
館
所
蔵
「
単
行
書
・
元
老
院
会
議
筆
記
」
第
百
一
号
・
七
。

（
86
）　
「
大
隈
文
書
」
イ
一
四　

Ａ
〇
〇
一
六
。

（
87
）　
『
法
令
全
書
』
明
治
十
三
年
、
太
政
官
第
四
十
八
号
布
告
。

（
88
）　

前
掲
『
日
本
地
方
財
行
政
史
序
説
』
七
八
頁
。

表
①
　
大
蔵
省
管
轄
期
（
明
治
４
年
７
月
～
明
治
６
年
1
2月
）
の
府
県
庁
舎
営
繕

府
県

上
申
日

出
典
上
申
理
由

営
繕
形
式

予
算
・
円
（
規
則
外
の
内
訳
）

裁
可
日

裁
可
指
示

結
果

長
崎

M
4.6

行
内
政
と
外
交
事
務
を
合
併

移
築

―
M
4.8

内
諾
図
面
目
論
見
書
を
要
求

敷
地
得
ら
れ
ず
、
中
止

M
6.6

公
内
政
と
外
交
事
務
を
合
併

新
築
（
洋
風
）
―

M
6.6.15

内
諾
図
面
目
論
見
書
を
要
求

竣
工

M
6.10.20

移
庁
先
が
老
朽

10800（
文
部
省
3000）

M
6.11.18

許
可
―

兵
庫

M
4.6

府
県
内
政
と
外
交
事
務
を
合
併
、
老
朽

新
築

15906
M
4.8

否
決
修
繕
を
指
示

竣
工

M
5.3.8

公
同
上

新
築

13652
M
5.4.29

許
可
―

M
5.8.24

府
県
計
画
変
更
、外
国
人
領
事
邸
を
利
用
す
る
買
上
＋
模
様
替
4980

M
5.10.25

許
可
―

浜
田

M
4.7.2

公
狭
隘
（
図
面
を
提
出
）

増
築

―
M
4.11.25

否
決
修
繕
を
指
示

―

佐
賀

M
4.9

行
交
通
便
利
を
図
る
た
め
伊
万
里
へ
移
庁
新
築

8496
M
4.9

許
可
―

県
治
不
便
に
な
っ
て
し
ま

い
、
中
止

宇
都
宮
M
5.1.9

府
県
仮
庁
が
狭
隘
（
図
面
を
提
出
）

新
築

―
M
5.1.25

内
諾
目
論
見
書
を
要
求

竣
工

M
5.4.28

目
論
見
書
を
提
出

6564
M
5.6.19

許
可
―

岐
阜

M
5.2

府
県
仮
庁
敷
地
が
陰
湿
、
狭
隘

新
築

―
（
旧
幕
府
の
貸
付
金
6500を

利
用
）

M
5.3.12

再
伺
貸
付
金
の
返
上
、
標
準
図
を
指
示

竣
工

M
6.2.28

公
計
画
提
出
（
牢
舎
な
ど
を
含
む
）

10990
M
6.11.3

許
可
―

栃
木

M
5.2.23

府
県
仮
庁
狭
隘
・
新
築

新
築
（
洋
風
）

―
M
5.3.5

内
諾
標
準
図
を
指
示

竣
工
（
そ
の
後
敷
地
工
事
の

増
額
が
認
め
ら
れ
、
増
額
し

た
3000円

の
大
部
分
は
献
金

献
夫
に
よ
っ
て
負
担
さ
れ
た
）

M
5.3

洋
風
に
変
更
（
防
火
、
開
化
の
た
め
）

―
M
5.3.22

内
諾
―

M
5.4.24

計
画
提
出
（
官
宅
を
含
む
）

8296（
献
金
献
夫
3708官

1530民
3058）

M
5.4.24

許
可
―

長
野

M
5.3.4

自
不
明

新
築

10813
M
5.9

再
伺
費
用
過
大
、
標
準
図
を
指
示

竣
工

M
5.10.27

公
計
画
提
出

9816
M
5.11.18

許
可
―

木
更
津
M
5.6

府
県
狭
隘
、
不
便
、
老
朽

新
築
（
洋
風
）
8360

不
明

否
決
費
用
過
大
、
修
繕
を
指
示

―
小
田

M
5.10

公
仮
庁
狭
隘
（
図
面
目
論
見
書
を
提
出
）
新
築

6061
M
5.11.17

許
可
―

実
際
10.27す

で
に
竣
工

大
阪

M
5.6.27

公
開
港
場
、
防
火
、
府
下
の
標
準
と
な
る

（
図
面
目
論
見
書
を
提
出
）

新
築
（
石
造
）
38736（

官
12912民

25824）
M
5.7

許
可
―

実
際
50369（

官
16790 

民
33579）

東
京

M
5.7.2

太
太
政
官
の
移
転
命
令
、
防
火
、
開
化

新
築
（
煉
瓦
）
100800

M
5.7.17

―
敷
地
得
ら
れ
ず
、
撤
回

若
松

M
5.7.17

府
県
敷
地
不
便
、
建
物
老
朽

移
庁
＋
建
替

―
M
5.9.18

内
諾
図
面
目
論
見
書
を
要
求
、
標
準
図
を
指

示
竣
工

M
6.6.12

計
画
提
出

2960
M
6.6.24

許
可
―



851（494）

福
岡

M
5.7.25

府
県
城
か
ら
市
中
へ
、
政
治
刷
新
の
た
め

移
築

―
M
5.8.22

否
決
―

―
M
6

（
原
本
散
逸
の
た
め
内
容
は
不
明
）

新
築

―
M
6.4.22

否
決
不
明

―

美
々
津
M
5.8.5

公
狭
隘
、
政
治
刷
新

移
庁
＋
新
築

―
―

―
（
予
定
：
標
準
図
を
指
示
）

府
県
合
併
の
た
め
指
令
を
見

合
わ
せ
た

筑
摩

M
5.8.24

自
老
朽

新
築

―
M
5.10.10

再
伺
敷
地
再
選
び
、
標
準
図
を
指
示

竣
工

M
6.2.8

計
画
提
出

1575
M
6.6.27

許
可
―

宮
崎

M
6.2.13

府
県
仮
庁
狭
隘
（
す
で
に
着
手
）

新
築

―
M
6.3.10

再
伺
図
面
目
論
見
書
を
要
求

表
②
に
つ
づ
く

M
6.2.18

費
用
膨
大
で
撤
回
、
旧
城
を
利
用

移
庁

―
M
6.3.23

再
伺
面
積
を
指
示
、
図
面
目
論
見
書
を
要
求

M
6.7.8

営
繕
形
式
を
変
更
（
理
由
不
明
）

新
築
（
洋
風
）
―

不
明

否
決
尋
常
様
式
を
指
示

敦
賀

M
6.5.10

府
県
狭
隘
、
老
朽
、
雪
害
（
図
面
を
提
出
）
新
築

不
明

M
6.5.31

再
伺
面
積
過
大
、
標
準
図
を
指
示

竣
工

M
6.8.12

修
正
後
の
計
画
を
提
出

6814
M
6.9.15

許
可
―

島
根

M
6.10.9

府
県
狭
隘
、
不
便
計
画
提
出

増
築

1440
M
6.10.31

許
可
―

竣
工

表
②
　
内
容
省
管
轄
・
官
民
費
負
担
期
（
明
治
７
年
１
月
～
明
治
1
0年
６
月
）
の
府
県
庁
舎
営
繕

府
県

上
申
日

出
典
上
申
理
由

営
繕
形
式

予
算
・
円
（
規
則
外
の
内
訳
）

裁
可
日

裁
可
指
示

結
果

宮
崎

M
6.12.17

公

計
画
提
出

新
築

不
明

M
7.5.30

再
伺
減
額
、
図
面
目
論
見
書
を
要
求

上
申
中
は
M
7.5竣

工
と
書

か
れ
て
い
る
が
、
実
際

M
7.2.7す

で
に
落
成
（
府
県

史
料
に
よ
る
）

M
7.8.3

計
画
再
提
出

不
明

M
7.9.2

否
決
台
湾
事
件
で
当
分
見
合
わ
せ

不
明

す
で
に
実
行
し
た
こ
と
を
打
ち
明
け

―
M
7.10.7

―
官
員
を
派
出
し
て
実
地
検
分

M
7.11.14

人
心
安
定
の
た
め
★

20972
M
8.3.7

許
可
県
令
を
譴
責

千
葉

M
7.3

公
M
7.2仮

庁
焼
失

新
築

不
明

M
7.4.4

内
諾
減
額
を
指
示

竣
工

M
7.4.9

狭
隘
、
不
便
、
計
画
提
出

10051
M
7.6.3

許
可
―

置
賜

M
7.4.29

府
県
公
廨
の
体
裁
に
合
わ
な
い
、
不
便
★

新
築

―
M
7.4.30

内
諾
図
面
目
論
見
書
を
要
求

M
7.8.5区

戸
長
の
反
対
に

よ
っ
て
撤
回

飾
磨

M
7.5.31

公

陸
軍
の
姫
路
城
接
収
、
民
衆
献
金
願
★

移
庁
＋
新
築

―
―

―
―

落
成
後
す
ぐ
廃
県
さ
れ
た
た

め
、
総
額
24391円

が
全
官

費
支
出
と
な
る

M
7.7.19

上
記
旨
を
再
伺

―
M
7.9

再
伺
城
近
傍
な
ど
の
用
地
の
取
調
を
指
示

M
7.8.30

ほ
か
に
適
合
な
用
地
が
な
い
と
弁
明

―
M
7.9

否
決
台
湾
事
件
で
当
分
見
合
わ
せ

M
7.12.2

陸
軍
の
催
促
、
台
湾
事
件
が
収
束
し
た

★
―

M
8.4.4

内
諾
―

M
8.6.29

計
画
提
出

不
明

M
8.8.4

再
伺
減
額
を
指
示

M
8.7.23

計
画
再
提
出

不
明

M
8.8.23

再
伺
減
額
を
指
示

M
8.9

計
画
再
提
出
★

22111（
官
1501民

14741献
5869）

M
9.4.25

許
可
総
額
を
18472ま

で
削
減

献
金
は
民
費
分
を
補
充
す
る
よ
う
に
指

示
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愛
知

M
7.7.12

行

陸
軍
の
名
古
屋
城
接
収
（
計
画
提
出
）
移
庁
＋
新
築

（
洋
風
）

不
明

M
7.8.4

内
諾
規
模
過
大
の
た
め
、
標
準
図
を
指
示

洋
風
作
り
を
否
決

竣
工

M
7.8

洋
風
の
再
上
申
、防
火
、体
裁
の
た
め
★

―
（
賦
金
3400払

下
2500）

M
7.9.28

否
決
台
湾
事
件
で
当
分
見
合
わ
せ

M
8.1.13

仮
庁
不
便
、
更
に
節
約

移
庁
＋
新
築

―
―

―
―

M
8.3.20

前
回
上
申
に
対
し
指
令
が
な
い
た
め
催

促
―

M
8.4.10

否
決
―

M
8.8.4

仮
庁
不
便
、
計
画
再
提
出
★

不
明

M
8.9.22

内
諾
10000円

の
再
伺
を
指
示

M
8.11.18

公
計
画
再
提
出

12970
―

―
―

M
9.4.10

計
画
変
更

17180
M
9.5.19

許
可
総
額
を
9540ま

で
削
減

長
崎

M
7.12.28

公
竣
工
ば
か
り
の
庁
舎
が
風
災
で
倒
壊

仮
庁
外
交
上
不
体
裁
★

新
築

―
（
全
額
官
費
）

M
8.3.15

内
諾
全
官
費
負
担
は
不
可

竣
工

M
8.11.18

行
商
人
請
願
よ
り
煉
瓦
造
に
変
更

新
築
（
煉
瓦
）
―
（
町
積
金
を
利
用
）

M
8.12.20

否
決
―

M
9.1.8

す
で
に
煉
瓦
石
を
購
入
し
て
着
手
し
た

―
M
9.1.25

否
決
煉
瓦
石
の
売
却
を
指
示

M
9.2.17

最
終
計
画
を
提
出

新
築

15992（
官
7646民

8346）
M
9.3.22

許
可
総
額
を
15668ま

で
削
減

山
梨

M
8.2.10

行

老
朽
、
狭
隘
、
区
長
た
ち
の
合
意

新
築

―
（
全
額
民
費
で
立
替
）

M
8.3.14

否
決
―

総
額
14232（

官
11797 

民
2435）

※
無
断
増
額
で
県
令
は
譴
責

さ
れ
た
。
そ
の
後
全
官
費
負

担
期
に
な
っ
た
た
め
、
一
年

目
の
費
用
以
外
は
官
費
支
給

と
な
っ
た

M
8.12.15

同
上
★

―
（
官
4000円

以
内
、
そ
の
他
は
民
費
）
M
9.3.13

否
決
―

M
9.3.18

七
月
以
降
（
＝
次
年
度
）
実
行
し
た
い

―
M
9.4.1

内
諾
図
面
目
論
見
書
を
要
求

M
9.5.5

計
画
提
出

13396
M
9.7.24

再
伺
総
額
を
10878ま

で
削
減

M
9.8.1

公
計
画
再
提
出

10878
M
9.10.20

許
可
―

福
岡

M
8.4.4

公
陸
軍
の
福
岡
城
接
収

移
庁
＋
新
築

―
M
8.5.31

内
諾
―

竣
工

M
9.1.20

計
画
提
出

34975
M
9.4.26

許
可
総
額
を
25205ま

で
削
減

鳥
取

M
8.4.27

公
老
朽
、
雪
で
破
壊
さ
れ
た
★

修
築

2180
M
8.7.13

許
可
―

竣
工

新
潟

M
8.6.15

公
老
朽
、風
雪
に
耐
え
な
い
、外
人
応
接
★
新
築

―
M
8.8.12

否
決
―

―
香
川

M
9.2.24

公
仮
庁
老
朽
・
狭
隘
、人
心
安
定
の
た
め
★
新
築

13550
M
9.4.4

許
可
総
額
を
9500ま

で
削
減

未
完
成
の
ま
ま
廃
県

堺
M
9.4.29

府
県
奈
良
県
と
合
併
後
位
置
偏
在

移
庁
＋
新
築

13000（
う
ち
県
費
余
額
12000）

M
9.5.10

否
決
―

―
和
歌
山
M
9.5.8

公
仮
庁
不
便
★

移
庁
＋
改
築

3696
M
9.8.2

許
可
―

竣
工

兵
庫

M
9.11.20

公
府
県
合
併
後
狭
隘

増
築

2092
M
9.12.6

許
可
―

不
明

山
形

M
9.12.10

行
敷
地
建
物
と
も
に
狭
隘
★

移
庁
＋
新
築

―
（
全
額
献
金
）

M
10.1.8

内
諾
全
献
金
負
担
は
不
可

21000（
官
4585献

16415か
）

※
「
三
島
文
書
・
伝
記
未
定

稿
」
に
よ
る
、
増
額
経
緯
不

明
M
10.1.19

公
計
画
提
出

不
明

―
―

―

M
10.2.2

減
額
し
て
再
伺
、
全
官
費
支
給
を
要
請

10550（
全
額
官
費
）

M
10.3

許
可
全
官
費
負
担
は
不
可
、
6878ま

で
削
減

広
島

M
10.2.24

公
M
9県
庁
焼
失
、
仮
庁
狭
隘
不
便
、
防

火
新
築
（
洋
風
）
11470

M
10.4.24

許
可
―

M
10.7以

降
の
分
は
全
官
費

支
給

注
１
：
出
典
：
公
：
公
文
録
／
太
：
太
政
類
典
／
大
：
大
蔵
省
考
課
状
／
府
県
：
府
県
史
料
（
以
上
は
国
立
公
文
書
館
所
蔵
）、
行
：
各
府
県
所
蔵
行
政
文
書
／
自
：
各
府
県
な
い
し
庁
舎
所
在
市
の
自
治
体
史
。

　
　
　
な
る
べ
く
一
次
史
料
を
参
照
し
た
。

注
２
：
★
が
付
い
て
い
る
の
は
、
上
申
に
お
い
て
「
体
裁
」
が
言
及
さ
れ
た
も
の
。


